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懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
2
0
0
8

(
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー

二
O
O八
年
二
月
二
九
日
発
行
)

元
文
の
五
孝
子
及
び
森
鴎
外

『
最
後
の

元
文
年
間
の
大
坂
で
、
あ
る
兄
弟
姉
妹
が
、
死
刑
に
決
ま
っ
た
父
親
の
身
代
わ
り
に

な
り
た
い
と
奉
行
所
に
願
い
出
る
と
い
う
事
件
が
起
っ
た
。
そ
の
事
件
の
大
筋
は
、
「
元

文
三
年
、
大
坂
堀
江
の
居
船
顕
で
あ
る
勝
浦
屋
(
か
つ
ら
や
・
桂
屋
)
太
郎
兵
衛
の
雇

う
沖
船
頭
新
七
は
、
秋
田
よ
り
大
坂
へ
米
を
運
ぶ
際
に
嵐
に
遭
い
難
破
。
米
や
船
の
損

害
は
、
実
際
は
は
あ
る
一
部
で
済
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
損
と
詐
称
し
、
差
額
を
太

郎
兵
衛
と
分
配
す
る
。
後
こ
の
こ
と
が
発
覚
、
新
七
は
逃
亡
す
る
も
太
郎
兵
衛
は
逮
捕

さ
れ
る
。
二
年
後
、
太
郎
兵
衛
の
死
刑
執
行
が
決
定
す
る
と
、
太
郎
兵
衛
の
実
子
四
人

(
い
ち
・
ま
き
・
と
く
・
初
五
郎
)
と
養
子
一
人
(
長
太
郎
)
と
が
、
自
分
た
ち
を
身

代
わ
り
と
し
て
処
刑
し
、
父
を
助
命
す
る
よ
う
奉
行
所
に
願
い
出
る
。
当
初
奉
行
所
は

取
り
合
わ
な
か
っ
た
が
、
尋
問
が
行
な
わ
れ
、
江
戸
に
処
遇
を
問
い
合
わ
せ
る
間
処
刑

が
延
期
さ
れ
る
。
そ
の
間
に
大
嘗
祭
の
特
赦
が
あ
り
、
太
郎
兵
衛
は
減
刑
さ
れ
、
結
果

的
に
子
供
た
ち
の
願
い
が
叶
う
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
兄
弟
姉

妹
は
、
後
に
「
元
文
の
五
孝
子
」
と
呼
ば
れ
た
。

こ
の
事
件
は
、
後
に
森
鴎
外
『
最
後
の
一
句
』
の
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

鴎
外
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
そ
の
執
筆
は
事
件
の
発
生
か
ら
二
百
年
近
く
を
経
過
し
た
大

正
四
年
九
月
十
七
日
で
あ
る
か
ら
、
鴎
外
が
な
ん
ら
か
の
典
拠
に
よ
っ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
長
谷
川
泉
氏
「
最
後
の
一
句
」
(
『
森
鴎
外
論
考
』
明
治
書
院
、
昭
和
三
七

年
)
が
、
こ
の
事
件
を
記
載
し
た
資
料
と
し
て
根
岸
鎮
衛
『
耳
袋
』
・
松
崎
嘉
臣
『
窓

句

関
連
資
料

佐

野

大

介

の
須
佐
美
追
加
』
・
大
国
南
畝
『
一
話
一
言
』
と
を
挙
げ
、
な
か
で
も
『
一
話
一
言
』

が
『
最
後
の
一
句
』
の
直
接
の
典
拠
で
あ
る
と
し
て
よ
り
、
こ
の
事
件
の
典
拠
と
し
て

こ
の
三
番
を
挙
げ
る
こ
と
が
学
界
の
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

直
接
の
典
拠
と
い
う
点
で
は
筆
者
の
考
え
も
こ
れ
に
外
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
『
一

話
一
言
』
は
中
井
聾
著
『
玉
孝
子
伝
』
を
転
載
改
変
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
当
該
事
件
を
記
し
た
資
料
は
こ
れ
ら
三
書
の
他
に
も
多

数
存
在
す
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
元
文
の
五
孝
子
及
び
『
最
後
の
一
句
』
関
連
資
料

群
の
比
較
研
究
の
便
を
図
る
た
め
、
当
該
事
件
に
関
す
る
各
資
料
を
紹
介
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
は
、
拙
稿
「
元
文
の
五
孝
子
関
連
文
献
及
び
森
鴎
外
『
最
後
の
一
句
』

の
解
釈
に
つ
い
て
」
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
金
号
(
総
四
六
号
)
、
平
成
二

O
年
六
月
掲

載
予
定
)
で
検
討
の
対
象
と
し
た
資
料
群
で
あ
り
、
両
稿
は
相
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
と
併
せ
参
考
さ
れ
た
い
。
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凡
例

・
本
稿
は
、
中
井
聾
華
『
五
孝
子
伝
』
・
松
崎
尭
臣
『
窓
の
須
佐
美
追
加
』
・
根
岸

鎮
衛
『
耳
袋
』
・
秋
里
擁
島
『
摂
津
名
所
図
会
』
(
巻
四
)
・
『
官
刻
孝
義
録
』
(
摂

津
国
)
・
暁
鐘
成
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
(
巻
一
三
下
)
・
太
田
南
畝
『
一
話
一

言
』
(
巻
四
)
・
政
田
義
彦
『
浪
速
人
傑
談
』
・
城
井
寿
章
『
近
世
孝
子
伝
』
・
鈴
木

重
義
『
和
漢
孝
義
録
』
・
保
田
安
政
『
修
身
事
蹟
』
・
今
川
粛
『
賢
女
惰
身
事
蹟
』

・
草
立
文
助
『
教
統
史
謂
』
・
佐
藤
緑
葉
『
ポ
ケ
ッ
ト
忠
孝
百
話
』
・
石
川
弘
『
通

俗
孝
子
伝
』
の
載
す
「
元
文
の
五
孝
子
」
関
連
記
述
箇
所
を
翻
刻
排
列
し
た
も
の

で
あ
る
。

-
中
井
聾
蓄
『
五
孝
子
伝
』
の
底
本
と
し
て
『
懐
徳
堂
五
種
』
(
西
村
時
彦
編
、
松

村
文
海
堂
、
明
治
四
四
年
)
、
松
崎
嘉
臣
『
窓
の
須
佐
美
追
加
』
の
底
本
と
し
て

『
近
古
文
芸
温
知
叢
書
』
第
七
編
(
博
文
館
、
一
八
九
一
年
)
、
『
耳
袋
』
の
底
本

と
し
て
『
耳
袋
』
(
東
洋
文
庫
二

O
七
・
二

O
八
、
根
岸
鎮
衛
著
、
鈴
木
業
三
編

注
、
平
凡
社
、
一
九
七
二
年
)
、
『
摂
津
名
所
図
会
』
の
底
本
と
し
て
『
摂
津
名
所

図
会
』
(
『
名
所
図
会
叢
刊
』
三
・
四
・
玉
、
秋
里
離
島
著
、
竹
原
春
朝
斎
他
画
、

新
典
社
、
一
九
八
四
年
)
、
『
官
刻
孝
義
録
』
の
底
本
と
し
て
『
官
刻
孝
義
録
』
(
菅

野
則
子
校
訂
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
九
年
)
、
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
の
底
本

と
し
て
『
浪
速
叢
書
』
七
・
八
巻
(
浪
速
叢
書
刊
行
会
、
一
九
二
七
年
)
、
『
一
話

一
言
』
の
底
本
と
し
て
『
大
田
南
畝
全
集
』
(
演
回
義
一
郎
編
、
岩
波
書
底
、
一

九
八
五
年
)
、
『
浪
速
人
傑
談
』
の
底
本
と
し
て
『
続
燕
石
十
種
』
(
水
谷
不
倒
・

朝
倉
無
声
編
、
国
書
刊
行
会
、
一
九

O
八
年
)
、
円
近
世
孝
子
伝
』
の
底
本
と
し
て

『
近
世
孝
子
伝
』
(
城
井
寿
章
著
・
佐
藤
元
蓑
校
、
棟
陰
書
屋
、
明
治
七
年
)
、
『
和

漢
孝
義
録
』
の
底
本
と
し
て
『
和
漢
孝
義
録
』
(
鈴
木
重
義
編
、
亀
谷
省
軒
評
、

光
風
社
、
明
治
一
五
年
)
、
『
修
身
事
蹟
』
の
底
本
と
し
て
『
修
身
事
蹟
』
(
保
田

安
政
、
目
黒
書
居
、
明
治
二
四
年
)
、
『
賢
女
惰
身
事
蹟
』
の
底
本
と
し
て
『
賢
女

情
身
事
蹟
』
(
今
川
粛
、
中
近
堂
、
明
治
二
五
年
)
、
『
教
銃
史
謂
』
の
底
本
と
し

て
『
教
銃
史
語
』
(
『
仙
台
文
庫
叢
書
』
第
八
集
、
芦
立
文
助
編
、
作
並
清
亮
出
版
、

明
治
三

O
年
)
、
『
ポ
ケ
ッ
ト
忠
孝
百
話
』
の
底
本
と
し
て
『
ポ
ケ
ッ
ト
忠
孝
百
話
』

(
佐
藤
緑
業
編
、
日
吉
堂
、
明
治
四
四
年
)
、
『
通
俗
孝
子
伝
』
の
底
本
と
し
て
『
通

俗
孝
子
伝
』
(
石
川
弘
、
治
陽
堂
、
明
治
四
五
年
)
を
用
い
た
。

・
翻
刻
に
当
っ
て
は
底
本
の
文
字
に
で
き
る
限
り
沿
う
よ
う
留
意
し
た
が
、
俗
字
・

或
字
な
ど
印
制
の
都
合
上
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。
ま
た
、
一
部
を
除
き
ル
ピ
は
省

略
し
た
。

-
読
者
の
便
の
た
め
、
静
音
濁
音
の
区
別
が
な
い
資
料
は
静
音
を
濁
音
に
改
め
、
句

読
点
の
な
い
師
匠
は
句
点
や
読
点
を
附
し
た
。

-
拙
稿
「
元
文
の
五
孝
子
関
連
文
献
及
び
森
鴎
外
『
最
後
の
一
句
』
の
解
釈
に
つ
い

て
」
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
金
号
(
総
四
六
号
)
、
平
成
二

O
年
六
月
掲
載
予
定
)

で
用
い
た
区
分
に
従
い
、
全
資
料
を
甲
群
・
乙
群
・
丙
群
に
分
け
た
。

-
各
資
料
を
内
容
か
ら
い
く
つ
か
の
段
に
分
け
、
対
応
す
る
よ
う
排
列
し
た
。

・
甲
群
に
属
す
る
石
川
弘
『
通
俗
孝
子
伝
』
の
み
分
量
が
多
い
た
め
、
独
立
し
て
記

載
し
た
。
ま
た
、
『
最
後
の
一
句
』
も
甲
群
に
属
す
る
。

・

-HA'等
の
記
号
は
、
本
稿
で
は
内
容
の
対
応
を
優
先
さ
せ
た
た
め
移
動
さ
せ
て
あ

る
が
、
本
来
文
頭
に
記
号
を
附
す
一
文
が
、
文
末
に
同
じ
記
号
を
持
つ
一
文
の
後

に
位
置
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
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q
h
-一

父
か
つ
ら
や
太
郎
兵
衛
、
大
船
を
作
り
て
、
舟
を
さ
か
こ

3
一
を
や
し
な
ひ
、
北
国
が
よ
ひ
せ
さ
せ
て
、
大
阪
堀
江
橘
通

元
文
三
午
年
大
坂
堀
江
橋
近
遣
に
か
つ
ら

や
太
郎
兵
衛
と
い
ふ
者
あ
り
、
大
船
を
も

浪
花
は
日
本
第
一
の
大
湊
な
れ
ば
、
巨
船
を

造
り
て
、
東
西
に
往
来
し
、
米
穀
、
雑
品
を

運
送
し
て
業
と
す
る
も
の
多
し
、

1 

孝
女
あ
ね
の
名
伊
知
、
年
十
六
、
次
高
幾
十
四
、
次
と
く
一
安
太
郎
兵
衛
に
子
五
人
あ
り
、
姉
の
名
い
ち
一
女
然
る
慮
太
郎
兵
衛
が
娘
い
ち
十
六
歳
、
一
堀
江
橘
町
一
堀
江
橘
通

八
ッ
、
次
初
五
郎
六
ツ
な
り
、
(
年
十
六
)
次
女
ま
き
(
年
十
四
)
三
女
と
一
次
は
ま
っ
十
四
歳
、
其
次
長
太
郎
十
二
歳
、
一
に
い
ち
(
十
一
い
ち
十
六

く
(
年
八
才
)
次
に
初
五
郎
(
年
六
才
)
外
一
そ
の
次
と
く
八
歳
、
其
次
初
五
郎
六
歳
、
-
六
歳
)
ま
一
歳
ま
き
十

に
長
太
郎
と
て
(
年
不
レ
知
)
養
ひ
子
あ
り
、
-
如
此
子
供
五
人
あ
り
、
き
(
十
四
一
四
歳
と
く

歳
)
と
く
一
八
歳
初
五

(
八
歳
)
一
郎
六
歳
長

初
五
郎
(
六
一
太
郎
養
子

歳
)
長
太
一
年
不
知

郎
(
養
子
。
一

年
不
知
。
)
一

- 103 -

題標

元
文
三
午
年
大
坂
堀
江
橋
近
透
か
つ
ら
や
一
元
文
四
年

太

郎

兵

衛

事

一

に

は

五
孝
子
伝

孝
女
以
知
弟
妹
四
人

浪
速
人

傑 l甲
談 Ij群

一
話
一
言

元
文
四
年

摂
津
名
所
一
摂
津
名
所

図

会

図

会

大

成



に
と
し
こ
ろ
住
居
す
、

っ
て
船
長
水
主
を
養
ひ
て
北
国
通
路
さ
せ

て
是
を
渡
世
と
す
、

- 104 -

一
舟
に
の
り
て
ゆ
く
も
の
を
沖
船
頭
と
い
ひ
、
家
に
居
て
か
一
船
に
乗
て
行
者
を
沖
船
頭
と
云
、
家
に
居
て
一
船
に
乗
行
も
の
を
沖
船
頭
と
云
り
、
家
に
一
此
父
太
郎
一
此
父
太
郎

一
け
ひ
き
す
る
も
の
を
居
船
頭
と
い
ふ
、
居
船
頭
は
太
郎
兵
一
指
磨
す
る
者
を
居
船
頭
と
云
、
遠
か
ら
ぬ
世
一
居
て
懸
引
す
る
も
の
を
居
船
頭
と
云
、
太
一
兵
衛
は
、
一
兵
衛
羽
州

4
一
衛
な
り
、
沖
船
頭
は
新
七
な
り
、
一
の
事
か
と
よ
、
(
享
保
の
末
年
也
)
堀
江
橘
一
郎
兵
衛
は
此
居
船
頭
な
り
、
沖
船
頭
は
新
一
羽
州
秋
田
一
秋
田
通
船

一
町
に
、
年
頃
住
け
る
太
郎
兵
衛
と
云
者
は
、
一
七
と
い
ふ
も
の
な
り
、
一
通
船
の
居
一
の
居
船
頭

一

彼

居

船

頭

な

り

、

是

に

従

ふ

沖

船

頭

を

新

七

一

船

頭

な

り

。

一

な

り

と
云
へ
り
、

-・」・・・・

太
郎
兵
衛
に
む
か
ひ
て
:
罪
お
そ
ろ
し
け
れ
ど
、
か
く
一
夜
に
入
り
、
太
郎
兵
衛
が
許
に
至
り
、
罪
健
一
太
郎
兵
衛
に
ひ
そ
か
に
申
ゃ
う
、
此
度
海
一
犯
罪
の
事
一
犯
罪
こ
と

は
か
ら
ひ
ぬ
と
て
、
金
そ
こ
ば
く
と
り
出
で
、
こ
れ
お
さ
一
し
け
れ
ど
か
く
計
ひ
ぬ
、
と
金
許
多
く
取
出
一
上
に
て
難
風
の
次
第
、
津
々
浦
々
迄
も
存
一
あ
り
て

5 

辰
の
と
し
の
こ
と
に
ゃ
あ
り
け
ん
、
新
七
に
お
ほ
せ
て
、
一
年
、
新
七
に
仰
せ
て
、
出
羽
の
秋
田
へ
行
一
然
る
に
去
る
辰
の
年
に
や
新
七
に
申
付
、

出
羽
の
秋
田
へ
ゆ
き
て
、
人
の
米
そ
こ
ば
く
つ
み
て
運
賃
一
て
、
米
穀
許
多
積
て
、
運
賃
取
て
浪
花
に
か
一
出
羽
園
秋
田
へ
ゆ
く
人
の
方
よ
り
米
を
多

と
り
て
大
阪
に
騎
ら
ん
と
す
る
に
、
風
あ
し
く
舟
そ
こ
な
一
へ
ら
ん
と
す
る
に
、
暴
風
波
澗
を
挙
て
、
船
一
く
積
て
運
賃
を
と
り
大
坂
へ
登
る
と
き
、

ひ
て
、
よ
』
と
し
て
た
す
か
る
事
あ
り
、
新
七
思
ふ
や
う
一
を
大
洋
に
漂
は
し
め
、
措
を
折
、
揖
を
砕
く
、
一
海
上
に
て
風
荒
く
し
て
船
も
損
じ
け
れ
ど

幸
に
米
お
ほ
く
残
り
た
り
、
あ
り
の
ま
』
に
せ
ば
米
ぬ
し
一
辛
じ
て
助
る
事
を
得
た
り
、
新
七
思
ふ
に
、
一
も
、
漸
に
助
命
し
て
大
坂
へ
踊
る
に
、
新

へ
つ
ぐ
な
ひ
、
舟
つ
く
ら
ふ
な
ど
費
お
ほ
か
る
べ
し
と
て
、
一
此
度
の
難
船
十
死
を
出
て
一
生
を
得
て
帰
れ
一
七
は
今
幸
ひ
に
米
も
多
く
い
ま
だ
残
れ

米
み
な
う
し
な
ひ
た
る
や
う
に
は
か
り
な
し
て
、
窃
に
う
一
り
、
猶
幸
に
米
多
く
残
れ
り
と
云
ど
も
、
是
一
り
、
有
憧
に
せ
ば
米
主
へ
つ
く
の
ひ
可
申
、

り
て
金
子
に
こ
し
ら
へ
、
船
を
ば
水
船
に
し
て
大
阪
に
か
一
人
の
知
る
に
あ
ら
ず
、
有
し
憧
に
せ
ば
、
米
一
所
詮
残
ら
ず
破
船
の
分
に
せ
ん
と
、
残
米

へ

り

て

、

一

主

へ

贈

ひ

、

船

を

も

補

ふ

な

ど

、

費

多

か

る

一

を

潜

に

責

は

ら

ひ

、

金

子

に

し

て

船

を

ば

ベ
し
、
と
米
皆
海
底
に
し
づ
み
た
る
様
に
謀
一
水
船
に
し
て
大
坂
へ
障
り
、

な
し
、
密
に
金
銀
に
換
へ
、
船
を
ぱ
水
船
に

し
て
、
浪
花
に
帰
り
て
、

あ
り
て



め
い
れ
よ
と
い
ふ
、
太
郎
兵
衛
ひ
が
こ
と
す
る
な
と
見
つ
一
て
、
是
納
め
い
れ
よ
、
と
云
、
僻
が
事
す
る
一
じ
た
る
事
な
れ
ば
、
か
や
う
に
計
ら
ひ
た

』
、
金
に
心
や
う
つ
り
け
ん
、
あ
な
か
し
こ
人
に
も
ら
す
一
と
は
知
れ
ど
、
も
と
よ
り
揚
震
が
賢
に
あ
ら
一
り
と
て
、
右
の
金
子
を
出
し
渡
し
け
れ
ば
、

な
と
て
、
ふ
か
く
か
く
し
て
、
さ
て
人
を
や
り
て
水
船
を
一
ざ
れ
ば
、
深
夜
知
る
者
な
し
と
思
ひ
、
穴
か
一
太
郎
兵
衛
是
は
邪
な
る
事
と
は
思
ひ
な
が

も
う
り
て
、
よ
ろ
づ
其
浦
遁
の
法
に
ま
か
せ
て
事
す
み
ぬ
、
一
し
こ
、
人
に
洩
す
な
、
と
て
深
く
隠
し
、
拐
、
一
ら
、
嘗
然
の
金
子
に
心
ひ
か
れ
て
、
必
々

人
を
や
り
て
水
船
を
も
売
て
、
万
其
地
の
公
一
人
に
も
ら
す
事
な
か
れ
と
深
く
か
く
し
、

法

に

任

せ

て

事

済

ぬ

、

一

拐

人

を

遣

し

彼

水

船

を

も

費

挽

ひ

、

其

浦

の
法
に
ま
か
せ
て
事
漕
け
り
、

-
-I . . . . . . . 
-E .園
、、、

一
さ
ら
ば
新
七
を
め
せ
と
て
め
す
に
、
か
い
く
れ
に
ゆ
き
か
一
さ
ら
ば
新
七
召
せ
、
と
有
し
に
、
か
ゐ
く
れ
一
さ
ら
ば
太
郎
兵
衛
が
船
頭
新
七
を
召
け
る
一
既
に
刑
に
一
既
に
刑
に

8
一
た
な
し
、
居
船
頭
め
せ
と
て
太
郎
兵
衛
は
ら
う
ご
く
せ
ら
一
に
行
方
な
し
、
居
船
頭
召
せ
、
と
て
太
郎
兵
一
所
に
、
比
も
の
此
事
を
聞
よ
り
も
行
方
な
一
行
は
る
べ
一
行
わ
る
べ

れ

て

、

一

衛

牢

獄

に

せ

ら

れ

ぬ

、

女

く

赴

失

け

る

、

依

之

船

主

太

郎

兵

衛

を

召

一

き

に

定

り

一

き

に

定

ま

れ
、
新
七
尋
の
内
牢
舎
に
被
仰
付
、
し
を
、
り
し
を

6 
一
米
ぬ
し
あ
や
し
と
見
る
事
あ
り
て
、
や
が
て
さ
ぐ
り
た
づ
一
米
主
怪
し
と
見
る
事
有
レ
之
、
ゃ
を
ら
探
索
一
然
る
に
前
の
米
主
後
に
怪
し
と
思
ふ
事
有

7
一
ね
て
謹
擦
を
と
り
て
、
大
阪
の
お
ぼ
や
け
に
う
た
へ
出
た
一
て
、
証
拠
取
て
、
浪
花
の
庁
所
(
奉
行
所
)
て
、
津
々
浦
々
を
尋
ね
と
ひ
此
旨
を
聞
出

り

、

へ

訴

へ

出

た

り

、

し

け

れ

ば

、

則

大

坂

の

奉

行

所

へ

訴

へ

出

た
り
、

一
妻
子
は
其
町
へ
あ
づ
け
ら
れ
て
、
新
七
を
尋
さ
せ
た
ま
へ
一
渠
等
母
と
も
に
其
町
長
に
預
け
ら
れ
て
、
新
一
妻
子
を
ば
町
内
へ
預
ら
れ
、
斯
て
新
七
を

一
ど
、
午
の
と
し
ま
で
三
と
せ
の
と
し
ご
ろ
出
き
た
ら
ず
、
一
七
を
た
づ
ね
さ
せ
給
へ
ど
、
三
年
に
及
ん
で
一
尋
れ
ど
も
去
午
の
年
迄
三
年
見
へ
ず
、
今

9
一
今
は
か
は
り
に
せ
ん
と
て
、
太
郎
兵
衛
が
罪
ろ
ん
き
は
ま
一
未
出
来
ら
ず
、
今
は
代
り
せ
ん
と
て
、
太
郎
一
は
新
七
代
り
と
し
て
太
郎
兵
衛
罪
科
極
り

り
、
罪
の
よ
し
高
札
に
し
る
し
て
、
霜
月
廿
三
日
木
津
川
一
兵
衛
が
罪
之
論
究
り
、
其
旨
高
札
に
誌
し
て
、
一
て
、
午
霜
月
廿
三
日
高
札
に
罪
の
趣
き
書

口
に
さ
ら
し
て
、
廿
五
日
に
き
ら
る
べ
き
に
さ
だ
ま
り
ぬ
、
一
十
一
月
廿
三
日
、
木
津
川
口
に
慰
し
て
、
廿
一
き
記
し
て
、
木
津
川
口
に
三
日
さ
ら
し
、

五

日

斬

ベ

き

に

定

り

ぬ

、

同

廿

五

日

き

ら

る

べ

き

に

極

り

け

る

、

女
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孝
女
ら
久
し
く
あ
づ
け
ら
れ
て
、
よ
そ
の
事
し
る
べ
き
な
一
彼
妻
子
等
、
久
し
く
預
け
ら
れ
、
世
間
之
事
一
い
づ
れ
も
父
牢
舎
の
時
よ
り
久
し
く
預
け

ら
ね
ば
、
父
の
う
は
さ
き
か
ま
ほ
し
く
て
あ
か
し
く
ら
す
一
知
る
べ
き
な
ら
ね
ば
、
其
風
説
の
み
閉
ま
ほ
一
ら
れ
、
世
間
の
事
知
ら
ず
暮
し
け
る
に
、

-

さ

ら

し

も

の

-

一
に
、
あ
す
な
ん
さ
ら
し
も
の
に
な
る
よ
、
き
ら
ら
る
べ
き
一
し
さ
に
、
翌
な
ん
卑
者
に
成
よ
し
、
斬
ベ
一
父
の
噂
の
閉
ま
ほ
し
く
お
も
ふ
折
か
ら
、

一
よ
な
ど
い
ひ
わ
た
る
を
、
廿
二
日
に
な
ん
き
』
つ
け
た
り
、
一
き
、
な
ぞ
と
云
を
、
廿
二
日
な
ん
聞
付
て
、
一
さ
る
者
あ
り
て
来
る
幾
日
切
ら
る
べ
き
也

一
あ
ね
は
こ
と
さ
ら
に
も
の
を
も
く
は
ず
、
夜
に
入
て
も
つ
一
い
ち
は
殊
更
食
を
忘
れ
、
夜
に
入
て
猶
眠
る
一
と
い
ふ
沙
汰
を
間
ゆ
へ
、
能
々
尋
聞
ば
父

一
や
/
¥
め
を
も
あ
は
さ
で
、
た
め
い
き
ふ
き
て
ひ
と
り
ご
一
事
あ
た
は
ず
、
長
く
嘆
息
し
て
独
語
す
、
官
一
の
事
な
り
と
廿
三
日
に
聞
出
し
た
り
、
姉

一
と
す
な
る
を
、
母
も
三
人
の
子
も
よ
く
い
ね
た
り
、
お
ま
一
も
三
人
の
子
も
熟
睡
し
た
り
、
ま
き
な
ん
開
一
い
ち
は
殊
さ
ら
食
を
も
く
は
づ
終
夜
ね
入

一
き
な
ん
聞
と
め
て
、
あ
ね
ご
、
や
よ
、
わ
れ
も
か
な
し
く
一
と
め
て
、
姉
女
や
よ
、
わ
れ
も
悲
し
く
て
陸
一
り
も
せ
ず
た
め
息
し
て
濁
言
を
い
ふ
に
、

一
て
ね
む
ら
ず
と
い
ふ
、
あ
ね
き
』
て
、
さ
ら
ば
も
の
い
は
一
ら
れ
ず
、
と
云
、
姉
聞
て
、
さ
ら
ば
物
言
は
一
母
と
三
人
の
子
共
は
よ
く
ね
い
り
た
り
、

-

一

主

め

ま

め

一

叩
一
ん
と
て
、
耳
も
と
に
よ
り
て
、
父
の
心
つ
ね
に
は
ま
め
し
一
ん
、
と
て
耳
元
に
よ
り
て
、
父
之
心
常
に
実
し
一
妹
の
ま
つ
是
を
き
』
、
姉
さ
ま
私
も
い
ね

一
く
て
、
神
傍
に
も
よ
く
つ
か
へ
た
ま
ふ
に
、
今
か
』
る
つ
一
く
て
、
神
仏
に
も
能
っ
か
へ
給
ふ
に
、
今
か
一
ら
れ
ず
悲
し
さ
と
い
ふ
、
姉
さ
あ
ら
ば
も

一
み
お
か
し
給
ふ
事
、
ひ
と
へ
に
わ
れ
ら
を
世
に
あ
ら
せ
て
て
る
罪
を
犯
し
給
ふ
事
、
偏
に
我
等
を
も
世
一
の
云
ん
と
て
耳
元
へ
よ
り
父
の
罪
を
犯
し

-

-

)

本

ノ

マ

マ

一

一
な
ど
の
ま
よ
ひ
な
る
べ
し
、
さ
れ
ば
わ
れ
ら
が
い
の
ち
を
一
に
あ
ら
せ
て
な
ぞ
の
惑
な
る
べ
し
、
さ
れ
一
給
ふ
も
我
々
を
養
は
ん
た
め
也
、
然
ら
ば

一
さ
』
げ
て
、
父
の
身
が
は
り
に
た
』
ん
と
い
ふ
事
を
、
お
一
ば
、
我
等
が
命
捧
て
父
の
身
代
り
に
た
』
ん
一
今
度
父
の
命
に
代
ら
ん
事
を
御
奉
行
所
へ

一
ほ
や
け
に
ね
が
ひ
奉
ら
ん
は
い
か
に
、
長
太
は
や
し
な
ひ
一
と
云
事
を
、
願
ひ
奉
ら
ん
、
い
か
に
、
長
太
一
願
ひ
奉
ら
ん
、
長
太
郎
は
養
子
な
り
、
男

一
子
な
り
を
と
こ
な
り
、
と
ど
め
お
き
て
父
母
の
は
ご
く
み
一
郎
は
養
ひ
子
な
り
、
男
子
な
り
、
と
ゾ
め
置
一
な
れ
ば
と
め
置
父
母
の
養
ひ
を
さ
せ
ん
、

一
さ
せ
ん
、
お
と
』
初
五
は
い
は
け
な
し
、
の
こ
り
で
せ
ん
一
て
父
母
の
は
ご
く
み
さ
せ
ん
、
と
く
、
初
五
一
初
五
郎
は
未
だ
幼
け
れ
ば
残
し
て
も
詮
な

一
な
し
、
わ
れ
ら
に
し
た
が
は
し
め
ん
と
て
、
ゃ
を
ら
ふ
た
一
郎
は
い
と
け
な
し
、
残
て
詮
な
し
、
我
に
従
一
し
、
我
等
に
随
は
し
め
ん
と
、
頓
て
起
出

り
す
べ
り
い
で
』
、
燈
を
か
』
げ
て
書
け
る
や
う
は
、
一
は
し
め
ん
と
て
、
ゃ
を
ら
二
人
す
ベ
り
出
て
、
一
て
燈
に
よ
り
て
書
け
る
は
、

燈
火
を
か
』
げ
て
書
け
る
様
は
、

親
の
代
り
に
子
ど
も
五
人
と
申
な
が
ら
長
一
五
人
の
孝
一
五
人
の
孝

お
や
の
か
は
り
に
子
五
人
と
は
申
な
が
ら
、
長
太
郎
は
義
一
親
の
代
り
に
、
五
人
の
子
と
は
申
な
が
ら
、

理
あ
る
中
の
子
な
り
、
の
こ
り
四
人
を
父
の
か
は
り
に
い
一
長
太
郎
は
義
理
有
中
の
子
な
り
、
残
り
四
人
太
郎
は
義
理
あ
る
事
に
候
、
残
り
四
人
を
一
子
父
の
命
一
子
父
の
命

日
一
の
ち
御
と
り
下
さ
れ
候
は
y
、
あ
り
が
た
く
存
ま
ゐ
ら
せ
一
を
父
の
代
り
に
命
を
御
取
被
レ
下
候
は
ゾ
、
一
親
の
代
り
に
命
御
取
被
下
候
は
三
、
難
有
一
に
代
ら
ん
一
に
代
ら
ん

一
候
、
霜
月
廿
三
日
と
し
た
』
め
て
、
有
難
存
ま
ゐ
ら
せ
候
、
霜
月
廿
三
日
、
と
認
一
可
奉
存
候
、

と

と

- 106 -



て、

一
さ
て
、
お
ほ
や
け
の
い
づ
か
た
に
わ
た
ら
せ
給
ふ
も
し
ら
一
拐
、
庁
所
へ
赴
く
べ
き
道
さ
へ
知
ら
ね
ば
、
と
認
入
て
御
奉
行
所
に
出
ん
と
す
る
に
、

一
ず
と
て
、
長
太
を
引
お
こ
し
て
、
あ
な
い
せ
さ
せ
て
、
ゆ
一
長
太
郎
引
起
し
て
、
案
内
せ
さ
せ
て
行
く
、
御
奉
行
所
は
い
づ
方
と
も
知
ら
ね
ば
、
長

一
く
/
¥
さ
む
き
夜
す
で
に
あ
け
た
り
、
長
太
あ
や
し
み
た
一
寒
き
夜
既
に
白
み
た
り
、
長
太
郎
怪
し
み
尋
一
太
郎
を
起
し
て
案
内
さ
せ
け
る
、
そ
の
夜

ロ
一
づ
ね
て
、
し
か
ハ
¥
の
よ
し
を
き
』
て
、
わ
れ
も
く
は
こ
ね
て
、
し
か
ハ
¥
の
よ
し
を
聞
て
、
我
も
加
一
寒
気
つ
よ
く
あ
り
し
か
ど
も
、
事
と
も
せ

一
よ
と
い
ふ
に
、
き
か
ず
し
て
、
お
ほ
や
け
に
い
た
り
つ
く
、
へ
よ
と
言
ふ
に
、
き
か
ず
し
て
庁
に
至
り
ぬ
、
一
ず
行
し
が
、
程
な
く
夜
は
明
け
た
り
、
長

一
太
郎
も
か
く
と
聞
て
我
を
も
願
ひ
に
入
れ

一
給
へ
と
い
ふ
に
、
姉
雨
人
き
』
い
れ
ず
、

ゃ
う
/
¥
御
奉
行
所
へ
行
至
り
ぬ
、

一
御
城
代
は
備
中
守
太
田
侯
な
り
、
両
奉
行
所
は
淡
路
の
守
一
此
月
は
西
の
正
之
事
執
給
ふ
月
な
り
、
庁
下
一
其
時
御
城
代
太
田
備
中
守
殿
、
雨
町
奉
行

一
い
な
が
き
の
き
み
、
み
の
』
守
佐
々
の
き
み
な
り
、
こ
の
一
の
人
願
ゃ
う
を
聞
て
、
斬
ら
る
べ
き
犯
罪
の
一
は
稲
垣
淡
路
守
殿
、
佐
々
美
濃
守
殿
御
勤

一
月
の
御
番
所
佐
々
の
き
み
な
り
、
鹿
間
の
衆
中
願
の
や
う
一
者
之
今
日
感
さ
る
』
迄
に
な
り
た
る
を
、
今
一
番
な
り
、
月
番
美
濃
守
殿
た
り
、
御
番
衆

口
一
を
聞
て
、
き
ら
る
べ
き
罪
人
の
、
け
ふ
さ
ら
さ
る
』
ま
で
一
は
た
何
を
か
願
は
ん
、
速
に
帰
り
ね
、
と
あ
一
中
比
者
共
の
願
ひ
を
聞
し
召
、
最
早
罪
科

一
な
り
た
る
を
、
今
は
た
な
に
を
か
ね
が
は
ん
、
は
や
か
こ
ら
L

か
に
開
へ
わ
た
れ
ど
、
唯
打
泣
て
退
か
一
極
り
た
り
、
明
日
き
ら
る
べ
き
者
に
何
の

り

ね

と

、

あ

ら

』

か

に

き

こ

え

わ

た

れ

ど

、

た

ダ

う

ち

な

一

ず

、

願

ひ

叶

は

ぬ

事

ぞ

、

早

々

罷

立

腸

れ

と

あ

き

て

し

り

ぞ

か

ず

、

ら

L

か
に
い
へ
ど
も
、
た
』
泣
し
づ
み
て

障
ら
ず
、

つ
ひ
に
佐
々
の
き
み
に
聞
え
の
ぼ
れ
ど
、
せ
ん
す
べ
な
し
一
終
に
正
の
耳
に
聞
へ
入
れ
ど
、
せ
ん
す
べ
な
一
比
段
美
濃
守
殿
間
れ
け
れ
ど
も
詮
か
た
な

び
ん
な
き
事
な
り
、
も
の
と
ら
せ
て
よ
く
す
か
し
て
か
こ
し
、
便
な
き
事
な
り
、
物
と
ら
せ
て
能
す
か
一
く
、
不
便
の
も
の
』
願
ひ
哉
、
物
を
と
ら

せ
と
あ
り
け
れ
ば
、
ぜ
に
そ
こ
ば
く
た
ま
ひ
で
か
へ
れ
と
一
し
帰
せ
、
と
有
け
れ
ば
、
宝
輪
(
〔
傍
注
〕
一
せ
す
か
せ
て
錦
せ
よ
と
あ
り
け
れ
ば
、
銭

日
一
あ
る
を
、
親
の
い
の
ち
を
こ
そ
乞
奉
れ
、
こ
の
銭
な
に
〉
一
物
カ
)
余
多
賜
ひ
て
、
帰
れ
と
有
を
、
父
の
一
な
ど
賜
り
て
踊
れ
と
あ
れ
ば
、
親
の
命
を

か
せ
ん
と
て
、
お
し
か
へ
し
て
又
な
く
、
引
た
つ
る
に
足
一
命
を
こ
そ
乞
奉
れ
、
外
之
財
何
に
せ
ん
、
と
一
こ
そ
は
乞
奉
り
侯
、
銭
な
ど
何
に
か
は
せ
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た
』
ず
、

か
さ
ね
て
こ
そ
う
け
ひ
き
た
ま
は
め
と
て
、
よ
一
て
押
返
し
て
、
又
泣
泣
引
立
つ
る
に
、
足
踏
一
ん
と
推
か
へ
し
て
、
人
々
引
立
れ
ど
も
足

』
と
し
て
お
く
り
出
し
ぬ
、
一
事
あ
た
は
ず
、
重
て
こ
そ
承
諾
た
ま
は
ず
、
一
た
』
ず
、
ゃ
う
/
¥
と
送
り
出
し
た
ま
ひ

と
て
漸
く
に
し
て
送
り
出
し
ぬ
、
一
け
り
、

を
り
し
も
太
田
侯
、
外
の
公
事
に
よ
り
て
こ
の
た
ち
へ
入
一
折
し
も
、
司
城
の
君
、
外
之
公
事
に
て
此
官
一
折
し
も
備
中
守
殿
も
外
の
公
事
に
て
此
館

ら
せ
給
ふ
事
あ
り
、
佐
々
の
き
み
、
事
の
つ
い
で
に
、
け
一
舎
に
入
給
ふ
事
あ
り
、
庁
の
正
事
の
序
に
、
一
へ
渉
り
給
ふ
、
美
濃
守
殿
の
た
ま
ふ
や
う
、

ふ
な
ん
哀
な
る
願
こ
そ
候
へ
と
て
、
あ
り
し
ゃ
う
物
が
た
一
今
日
な
ん
あ
は
れ
な
る
願
こ
そ
侍
り
つ
れ
、
一
今
日
か
』
る
哀
れ
な
る
願
ひ
こ
そ
候
と
、

同
一
り
し
た
ま
ふ
、
げ
に
さ
ぞ
と
聞
し
め
し
て
、
誠
に
不
便
の
一
と
て
其
様
物
語
り
有
し
に
、
さ
ぞ
と
聞
し
召
一
あ
り
し
ま
』
物
語
り
し
た
ま
ひ
け
れ
ば
、

一
こ
と
な
り
、
明
日
め
し
出
し
て
、
ね
が
ひ
の
や
う
も
誠
か
一
て
、
誠
に
不
便
の
事
也
、
明
日
召
出
し
て
、
一
委
し
く
聞
し
召
、
掠
々
不
便
の
事
や
、
併

一
僑
か
の
所
も
あ
き
ら
か
な
ら
ん
や
う
に
、
は
か
り
で
と
ひ
一
願
の
真
偽
厚
薄
糾
明
せ
ば
や
と
て
、
一
賓
か
偽
り
か
の
慮
を
糾
し
見
ば
や
と
存
じ

も

見

ば

や

と

て

、

侯

ま

』

明

日

罷

出

候

様

申

て

召

出

し

て

尋

間
ん
也
と
、

一
あ
け
の
日
、
太
田
侯
い
な
が
き
の
き
み
こ
の
た
ち
に
あ
っ
一
翌
日
、
司
城
之
君
東
之
正
も
、
西
之
官
舎
に
一
廿
四
日
備
中
守
殿
も
美
濃
守
殿
館
へ
入
り

一
ま
り
た
ま
ふ
、
町
を
さ
五
人
の
も
の
を
つ
れ
て
出
る
に
、
一
集
給
ふ
、
町
之
長
五
人
之
者
を
連
て
出
る
に
、
一
給
び
け
れ
ば
、
則
町
の
年
寄
五
人
の
者
召

一
庭
上
に
は
せ
め
と
は
る
べ
き
た
め
の
道
具
を
か
ざ
り
、
き
一
庭
上
に
は
、
荊
鞭
、
鉄
杖
、
紐
械
、
柳
鎖
を
一
つ
れ
召
出
べ
し
と
被
仰
付
故
、
皆
々
召
連

一
ら
ぱ
即
き
ら
ん
や
う
の
あ
り
さ
ま
に
て
、
其
ま
へ
に
か
し
一
か
ざ
り
並
べ
、
斬
ら
ぱ
則
斬
ら
ん
や
う
の
有
一
れ
出
候
慮
、
白
洲
に
は
せ
め
と
は
る
べ
き

一
こ
ま
ら
せ
て
、
な
ん
ぢ
ら
が
ね
が
ひ
無
益
の
事
な
り
、
命
一
様
に
て
、
其
前
に
脆
居
せ
し
め
、
汝
が
願
更
一
道
具
を
か
ざ
り
、
さ
ら
ば
き
ら
ん
づ
有
さ

一
か
は
ら
ん
と
い
ふ
も
、
ふ
た
』
び
逢
見
て
な
ど
お
も
ふ
ベ
一
に
益
な
き
事
な
り
、
命
に
か
は
ら
ん
と
云
も
、
一
ま
に
て
、
其
前
に
か
し
こ
ま
ら
せ
、
被
仰

同
一
し
、
願
の
ご
と
く
す
と
も
、
ま
づ
な
ん
ぢ
ら
を
せ
め
こ
ろ
一
再
会
を
思
ふ
な
る
べ
し
、
顕
の
知
く
す
と
も
、
一
出
に
は
、
汝
等
が
願
ひ
無
益
の
事
也
、
身

し
て
、
さ
て
か
は
ら
す
べ
け
れ
ば
、
逢
み
ん
こ
と
ゆ
め
あ
一
先
汝
等
を
責
殺
し
て
、
倍
か
は
ら
す
べ
け
れ
一
代
り
に
立
ん
と
い
ふ
も
今
一
度
父
に
逢
ん

る
べ
か
ら
ず
、
さ
ら
ば
父
こ
ろ
さ
れ
て
逢
見
ぬ
と
こ
と
な
一
ば
、
逢
見
ん
事
努
々
有
べ
か
ら
ず
、
さ
ら
ば
、
一
馬
な
る
べ
し
、
願
ひ
の
如
く
に
な
り
て
も

父
殺
さ
れ
て
相
見
ん
も
異
成
事
な
し
、
と
宣
一
先
汝
等
を
殺
し
て
後
に
父
を
克
す
べ
き
な

ふ

に

、

れ

ば

、

逢

ひ

見

ん

事

あ

る

べ

か

ら

ず

、

さ

も
あ
れ
ば
父
殺
さ
れ
て
あ
ひ
見
ぬ
事
も
か

る
こ
と
な
し
と
の
た
ま
へ
ば
、
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は
る
事
な
し
と
の
た
ま
へ
ば
、

一
あ
ね
か
し
こ
ま
り
て
、
其
こ
と
は
り
も
は
じ
め
よ
り
ぞ
ん
一
い
ち
か
し
こ
ま
り
て
、
其
こ
と
わ
り
も
初
よ
一
姉
畏
り
て
申
ゃ
う
、
其
事
も
と
く
存
じ
奉

口
一
じ
知
り
ぬ
、
め
し
か
へ
ら
る
』
に
お
い
て
は
、
逢
見
ぬ
こ
一
り
存
侍
り
ぬ
、
召
返
さ
る
』
に
お
ゐ
て
は
、
一
り
候
、
父
の
命
さ
へ
御
克
し
被
下
候
は
Y

一
と
も
つ
ゅ
う
ら
み
奉
ら
じ
と
い
ふ
、
一
逢
見
ぬ
事
も
露
怨
み
奉
ら
じ
、
と
云
、
一
逢
見
ぬ
事
も
い
さ
』
か
恨
み
奉
ら
じ
と
申

上
る
、

こ
の
願
、
母
を
の
こ
せ
る
は
い
か
に
と
の
た
ま
へ
ば
、
命
一
此
願
ひ
母
を
残
せ
る
は
い
か
に
、
と
宣
ふ
に
、
一
・
ま
た
此
願
ひ
に
母
を
除
き
た
る
は
い
か

み
な
う
し
な
は
・
れ
ん
と
て
出
た
つ
子
に
、
む
べ
し
ね
と
て
一
命
み
な
失
は
ん
と
出
立
子
に
、
む
ベ
死
ね
と
一
に
と
あ
れ
ば
、
我
々
命
失
は
ん
と
思
ひ
立

回
一
ゆ
る
し
候
母
や
候
べ
き
、
さ
れ
ば
母
に
は
し
ら
せ
ず
し
て
一
て
許
し
候
母
哉
候
ベ
き
、
さ
れ
ば
、
母
に
は
一
つ
子
共
に
い
か
に
も
死
ね
と
申
す
母
や
候

こ
そ
ま
ゐ
り
候
へ
と
い
ふ
、
一
し
ら
せ
ず
し
て
こ
そ
参
り
候
得
、
と
云
、
一
ベ
き
、
そ
れ
故
知
ら
せ
不
申
参
り
候
と
い

ふ

さ
ら
ば
か
』
る
く
る
し
み
あ
り
、

か
』
る
か
な
し
み
あ
り
一
か
』
る
苦
し
び
有
、
か
』
る
悲
び
有
、
と
数
一
さ
あ
ら
ば
か
』
る
苦
し
み
か
』
る
責
あ
り

か
ず
介
¥
に
の
た
ま
ひ
あ
ぐ
れ
ば
、
か
ず
六
¥
に
こ
一
々
に
宣
ひ
ぬ
れ
ば
、
数
々
に
対
て
滞
凝
す
る
一
と
敷
々
い
ひ
聞
か
す
る
に
、
た
と
へ
い
か

た
へ
て
と
Y

こ
ほ
る
事
な
し
、
誠
に
死
を
き
わ
め
た
る
あ
一
事
な
し
、
誠
に
死
を
極
め
た
る
有
様
な
り
、
ゃ
う
の
苦
し
み
な
り
と
も
受
候
べ
し
と
少

し
も
滞
り
な
く
申
上
る
慮
、

A-

四
一
と
、り

さ
ま
な
り
、

長
太
い
か
に
と
の
た
ま
ふ
に
、
お
そ
れ
な
が
ら
お
の
れ
ひ
一
長
太
郎
は
い
か
に
、
と
宣
ふ
に
、
恐
な
が
ら
、
一
倍
又
長
太
郎
は
い
か
に
と
あ
れ
ば
、
乍
恐

と
り
の
ね
が
ひ
も
か
き
つ
け
候
ぬ
と
て
さ
』
げ
奉
る
、
お
一
己
独
が
願
も
書
付
候
ひ
ぬ
、
と
て
捧
げ
奉
る
、
一
私
濁
り
の
願
書
有
之
候
と
て
差
出
し
ぬ
、

一
や
子
の
ち
ぎ
り
品
か
は
り
候
へ
ど
も
、
恩
を
う
け
た
る
に
一
親
子
の
契
、
品
こ
そ
替
り
候
へ
、
恩
を
受
た
一
親
子
の
た
ね
違
ひ
候
へ
共
其
恩
を
う
け
た

一
か
は
り
な
し
、
其
う
へ
母
お
や
の
身
が
は
り
な
ら
ば
を
ん
一
る
に
か
は
り
な
し
、
旦
、
母
の
身
代
り
な
ら
一
る
は
同
じ
事
に
て
、
其
上
母
の
身
代
り
な

m
一
な
ご
な
る
べ
し
、
ち
』
の
か
は
り
に
て
候
へ
ば
、
長
太
郎
一
ば
女
子
な
る
べ
し
、
父
の
代
り
に
て
候
得
ぱ
、
一
ら
ば
女
子
な
る
べ
し
、
父
の
身
代
り
に
て

が
い
の
ち
め
し
あ
げ
ら
れ
候
へ
と
す
〉
み
出
た
り
、
と
く
一
長
太
郎
が
命
召
上
ら
れ
候
得
、
と
進
み
出
た
一
候
へ
ば
こ
の
長
太
郎
が
命
を
召
と
ら
る
ベ

初
五
郎
は
い
か
に
と
の
た
ま
ふ
に
、
徳
は
色
う
ご
き
、
初
一
り
、
と
く
、
初
五
郎
は
い
か
に
、
と
尋
ね
給
一
き
事
に
侯
と
進
み
出
た
り
、
と
く
は
い
か
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か
た
つ
く
べ
き
た
よ
り
あ
ら
ば
、

五
は
か
し
ら
を
ふ
り
て
い
な
み
た
る
さ
ま
な
り
、
こ
れ
ま
一
ふ
に
、
と
く
は
色
う
ご
き
、
初
五
郎
は
頭
を
一
に
と
あ
れ
ば
色
を
か
へ
た
り
、
初
五
郎
は

た
あ
は
れ
と
見
た
ま
ふ
、
一
ふ
り
て
、
仰
せ
い
な
み
た
る
さ
ま
な
り
、
是
一
か
し
ら
を
ふ
り
ぬ
、
是
ま
た
哀
れ
也
、

又
憐
れ
み
、

又
こ
そ
め
さ
れ
ん
と
て
、
其
日
は
か
く
て
踊
り
ぬ
、
あ
く
一
又
こ
そ
召
れ
ん
、
と
て
其
日
は
か
く
て
帰
り
一
又
こ
そ
召
出
さ
れ
め
と
て
其
日
は
騎
さ
れ

れ
ば
廿
五
日
、
父
の
き
ら
る
べ
き
日
な
り
、
そ
の
ま
へ
の
一
ぬ
、
明
れ
ば
廿
五
日
、
父
の
斬
ベ
き
日
な
り
、
一
た
り
、
明
れ
ば
二
十
五
日
父
が
切
ら
る
ベ

幻
一
夜
に
入
り
て
、
町
を
さ
八
下
知
あ
り
、
あ
す
五
人
を
つ
れ
一
其
前
之
夜
に
入
て
、
又
時
あ
り
て
出
る
に
、
一
き
其
前
夜
町
年
寄
へ
下
知
あ
り
て
、
明
日

て

出

よ

と

、

出

る

に

一

五

人

の

も

の

を

召

連

出

べ

し

と

被

仰

付

た

一
り
、
則
二
十
五
日
五
人
の
も
の
を
召
連
出

一
候
慮
に
被
仰
渡
け
る
は
、

こ
の
程
の
ね
が
ひ
あ
は
れ
に
聞
こ
し
め
さ
る
』
ま
ま
に
、
一
此
程
の
願
ひ
、
憐
に
聞
し
め
さ
る
』
佳
に
、
此
程
彼
等
が
願
ひ
不
便
な
れ
ば
江
戸
表
へ

江
戸
へ
う
か
立
は
せ
た
ま
ふ
ほ
ど
に
、
父
が
い
の
ち
の
べ
一
高
く
聞
え
昇
せ
ら
る
』
程
、
父
が
命
延
ら
る
一
伺
ひ
申
の
問
、
父
が
命
さ
し
延
ら
れ
牢
合

ら
る
べ
し
と
て
、
ら
う
ご
く
へ
め
し
か
へ
さ
る
、
子
ど
も
一
ベ
し
、
と
て
牢
獄
へ
め
し
返
さ
る
、
子
供
等
、
一
へ
め
し
か
へ
さ
る
』
子
共
と
も
ま
づ
ノ
¥

ら
先
あ
り
が
た
し
と
て
か
へ
り
ぬ
、
こ
と
し
未
の
年
三
月
一
有
難
し
と
て
退
出
ぬ
、
年
も
か
へ
り
て
、
三
一
難
有
そ
ん
じ
奉
る
べ
き
む
ね
な
れ
ば
、
何

一
一
日
、
又
め
し
い
だ
さ
れ
て
、
太
郎
兵
衛
つ
み
深
し
と
い
一
月
二
日
、
又
辞
出
さ
れ
、
太
郎
兵
衛
罪
重
し
一
れ
も
先
難
有
存
じ
宿
へ
騎
り
ぬ
、
か
く
て

へ
ど
も
、
大
嘗
舎
の
赦
と
し
て
い
の
ち
を
ゆ
る
し
て
、
北
一
と
雄
、
今
年
大
嘗
会
行
わ
る
』
に
付
、
大
赦
一
元
文
四
年
三
月
二
日
、
ま
た
候
五
人
な
が

一
南
天
満
三
郷
お
ひ
は
ら
は
せ
ら
る
』
ぞ
、
非
常
の
大
罪
、
一
と
し
て
命
を
免
し
て
、
浪
速
の
地
を
は
ら
は
一
ら
召
出
さ
れ
仰
渡
さ
れ
け
る
は
、
太
郎
兵

一
な
ん
ぢ
ら
が
ね
が
ひ
に
よ
り
て
ゆ
る
さ
る
べ
き
や
う
な
け
一
せ
ら
る
非
常
の
大
罪
、
汝
等
が
願
ひ
に
よ
り
一
衛
事
死
罪
つ
み
ふ
か
し
と
い
へ
ど
も
今
年

n
一
れ
ど
、
ふ
び
ん
の
事
に
聞
し
め
し
あ
げ
ら
る
』
に
よ
り
て
、
一
て
免
さ
る
べ
き
や
う
は
な
け
れ
共
、
不
便
と
一
大
嘗
舎
行
は
れ
た
る
赦
と
し
て
命
を
御
助

さ
て
去
年
よ
り
こ
と
し
ま
で
は
、
御
評
議
あ
り
て
程
す
ぎ
一
間
し
め
さ
る
』
に
よ
り
て
、
去
年
よ
り
今
年
一
け
、
大
坂
北
南
組
天
満
の
三
口
の
地
を
御

ぬ
、
子
ど
も
ら
に
御
た
た
り
な
し
、
町
内
あ
は
れ
み
て
、
一
迄
、
公
判
の
ほ
ど
月
日
過
ぬ
、
子
供
等
に
御
一
か
ま
ひ
、
汝
等
が
願
ひ
に
て
召
赦
さ
る
』

い
づ
か
た
に
も
た
ち
よ
一
崇
な
し
、
同
巷
憐
て
、
片
付
ベ
き
便
あ
ら
ば
一
に
て
は
な
け
れ
ど
も
、
願
ひ
の
志
不
便
に

何

方

へ

も

良

従

す

ベ

し

、

思

召

あ

げ

ら

れ

、

御

評

議

も

あ

れ

ば

こ

そ

去
年
よ
り
只
今
迄
の
程
も
過
ぬ
、
子
共
に

ら
す
べ
し
、
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23 

は
か
ま
ひ
な
し
、
近
謹
の
も
の
憐
み
片
付

く
べ
き
道
も
あ
ら
ば
何
方
へ
も
身
を
寄
せ

さ
す
べ
し
、

一
先
四
と
せ
が
ほ
ど
逢
見
ざ
る
べ
し
、
こ
の
後
め
ぐ
り
あ
は
一
先
四
年
が
程
相
見
ざ
る
べ
し
、
此
後
の
逢
遇
一
先
四
年
が
間
父
を
見
ざ
る
也
、
此
後
め
ぐ

一
ん
も
時
あ
る
べ
し
、
い
と
ま
乞
さ
せ
よ
と
て
、
お
ほ
や
け
一
も
亦
時
あ
ら
ん
、
暇
乞
さ
せ
よ
、
と
て
引
遇
一
り
逢
ん
時
も
あ
る
べ
し
、
暇
乞
さ
す
べ
し

一
の
庭
上
に
て
ひ
き
あ
ほ
さ
す
る
に
、
お
や
は
子
を
い
だ
き
、
一
す
る
に
、
親
は
子
を
抱
き
、
子
は
親
を
捧
る
一
と
て
引
あ
は
す
る
に
、
父
は
子
を
い
だ
き
、

一
子
は
お
や
を
さ
』
ぐ
る
や
う
に
し
て
、
う
れ
し
な
き
に
な
一
や
う
に
し
て
、
歓
喜
之
涙
沙
上
に
涼
を
な
し
一
子
は
父
を
さ
』
ぐ
る
様
に
し
て
嬉
し
泣
き

M
一
く
、
お
ほ
や
け
の
君
々
よ
り
か
み
な
か
し
も
、
見
と
み
き
一
ぬ
、
東
西
の
庁
伯
よ
り
初
め
、
大
小
の
官
人
、
一
に
な
く
ば
か
り
也
、
其
座
に
あ
り
合
た
る

一
く
と
き
く
も
の
み
な
な
く
、
道
し
あ
る
世
の
お
ほ
ん
悪
み
、
一
見
と
見
、
間
と
問
者
、
皆
巾
を
治
さ
ず
と
云
一
人
上
よ
り
下
に
至
る
迄
い
づ
れ
も
な
み
だ

一
申
す
も
中
々
お
ろ
か
な
り
、
事
な
し
、
是
し
か
し
な
が
ら
、
清
明
之
御
仁
一
を
流
さ
ぬ
者
も
な
か
り
き
、
見
聞
の
人
各

政
、
畳
に
唐
人
の
舌
頭
に
辱
く
せ
ん
や
、
一
袖
を
ぞ
し
ぼ
り
け
る
、
道
あ
る
御
代
の
御

悪
み
申
す
も
中
々
お
ろ
か
な
り
。

こ
の
も
の
が
た
り
は
、
其
町
を
さ
金
ゃ
な
に
が
し
が
書
つ
一
右
孝
子
の
事
跡
は
、
東
都
之
北
静
虚
先
生
之
一
右
之
趣
其
町
の
役
人
金
屋
何
某
の
書
記
し

25 

彼
五
人
は
誠
に
盈
器
な
り
、
聖
人
の
語
を
聞

か
ず
と
い
へ
ど
も
、
道
は
天
理
に
し
て
、
闇

に
聖
人
の
心
に
叶
へ
り
、
好
学
の
君
子
、
こ

』
に
お
い
て
感
慨
な
く
ん
ぱ
有
べ
か
ら
ず
、

助父て願
くの、ひ

命遂出
をにで

をにニ願
助父よひ
くのり出

命遂し
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之
を
元
文
て
」
れ
を
元

の
五
孝
子
一
文
の
玉
孝

と
賞
す
。

お
一
け
た
る
も
見
、
人
に
語
た
る
も
き
』
、
お
ほ
や
け
に
て
見
一
梅
園
雑
話
と
云
書
に
載
た
る
を
、
す
こ
し
も
一
た
る
を
乞
求
め
て

一
聞
し
た
る
な
ど
い
ふ
よ
り
も
っ
た
へ
て
し
る
し
ぬ
、
一
増
減
せ
ず
写
す
処
な
り
、

ね
が
ひ
を
つ
か
さ
ど
る
も
の
は
、
市
ま
き
ふ
た
り
な
り
、
一
鳴
呼
、
御
仁
政
の
厚
き
を
仰
ぐ
に
あ
ま
り
有
、

長
太
は
や
し
な
ひ
子
な
り
、
末
ふ
た
り
は
い
は
け
な
し
、
一
本
人
の
重
科
、
か
く
釧
刑
に
事
定
り
し
を
、

し
か
る
を
五
孝
子
と
し
る
し
た
る
は
い
か
に
と
い
ふ
人
あ
一
孝
子
に
め
で
』
助
命
あ
る
時
は
、
御
裁
許
を

り
、
長
太
も
と
よ
り
同
じ
心
に
願
ひ
た
れ
ば
、
か
り
の
子
一
も
ど
く
の
障
り
あ
り
、
依
レ
之
、
先
制
刑
の

の
へ
だ
て
な
し
、
末
ふ
た
り
が
身
に
も
、
あ
ね
の
心
ゆ
き
一
期
を
延
引
あ
り
、
翌
年
、
大
嘗
会
之
大
礼
あ

わ
た
り
で
し
た
が
ふ
め
れ
ば
、
あ
ね
の
心
の
も
の
い
は
ぬ
一
ら
せ
ら
る
』
に
依
て
、
是
に
托
し
て
助
命
あ

な
り
、
五
人
の
人
は
誠
を
み
つ
る
う
つ
は
も
の
』
か
ず
な
一
り
し
は
、
か
し
こ
く
も
有
難
き
広
大
之
御
仁

り
、
み
て
た
る
誠
は
ひ
と
つ
な
り
、
五
孝
子
左
い
ふ
も
ま
一
沢
、
た
れ
か
是
を
あ
を
が
ざ
る
べ
け
ん
乎
、

た

む

べ

な

ら

ず

や

、

一

孝

な

る

哉

、

五

人

の

子

、

捨

身

し

で

か

く

釧

首
に
定
ま
り
し
父
の
命
を
救
べ
き
は
、
天
性

の
高
徳
に
し
て
、
世
に
た
め
し
す
く
な
き
事

ど
も
な
り
、
是
元
文
三
年
戊
午
三
月
の
事
な

り
し
、
是
を
浪
花
に
於
て
、
元
文
の
五
孝
子

と
称
し
て
、
其
時
の
美
談
と
せ
り
、

て
い
主
い
こ
う
し
ゅ
く

再
按
ず
る
に
、
鄭
の
頴
考
叔
が
、
其
君
在

公
よ
り
賜
わ
り
し
糞
を
母
に
与
へ
し
さ
へ
、

左
氏
伝
に
猶
純
孝
と
称
す
、
五
孝
子
の
知
き

は
、
卑
賎
に
し
て
又
不
文
な
り
、
其
孝
子
の

卓
偉
な
る
事
、
頴
考
叔
に
勝
る
べ
き
敗
、

僕
近
き
頃
、
五
孝
子
の
伝
を
よ
ん
で
感
ず
る

の
あ
ま
り
、
腰
折
一
首
を
口
号
た
り
、
唯
一

睡
の
譜
言
と
、
見
る
人
ゆ
る
し
た
ま
へ
か
し
、

27 

子
と
賞
す
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軍司F
4 ヨ

誠
之
し
る
す

お
さ
な
く
て
父
を
救
ひ
し
い
さ
お
し
は
千
と

せ
の
後
も
朽
せ
ざ
る
ら
ん

元
文
四
未
年
三
月
廿
三
日
に
潟
し
皐
ぬ

元
文
己
未
の
と
し
三
月
廿
三
日

五
孝
子
之
賦
、
中
井
登
庵
記
、
属
賓
可
観
、
而
文
不
溢
鳴
、

他
一
同
玉
子
之
孝
也
、
蓋
得
諸
天
性
、
市
古
今
之
所
希
突
、

政
一
時
丁
文
明
、
孝
治
斯
成
、
罷
貫
簡
枇
、
護
以
輸
其
情
、
頑

一
愚
之
徒
、
漏
網
呑
舟
、
不
亦
孝
感
之
所
致
耶
、

君

玉
井
純
禎
知
識

- 113 -

題標

孝孝孝孝

者行 者行 者行者行

い初五と長太. 

傘韓

ち郎く郎

録

是
ノ、

フE
文

年 近
十

世

月 孝

の 子

事 伝

と
か
や

乙

大 群

坂

長太ノ

良日

和漠

孝義

録

勝浦

屋

長太

良日
教

兄弟
続史

五
人 軍



孝
行
者

ま

き

- 114 -

タ
チ
バ
ナ

1
-
大
坂
橘
通
四
町
自
の
町
人
勝
浦
屋
太
郎
兵
一
大
坂
橘
通
り
の
第
四
街
に
住
め
る
商
民
に
一
大
坂
橘
通
四
丁
目
ノ
町
人
。
勝
浦
屋
太
郎
一
大
阪
橘
通
四
丁
目
の
町
人
。
勝
浦
屋
太

一
衛
と
い
ふ
も
の
に
五
人
の
子
あ
り
、
て
勝
浦
屋
太
郎
兵
衛
と
い
ふ
者
あ
り
一
兵
衛
ト
イ
フ
者
一
一
。
五
人
ノ
子
ア
リ
。
一
郎
兵
衛
と
い
ふ
も
の
に
五
人
の
子
あ
り
。

一
然
る
に
父
の
太
郎
兵
衛
回
船
に
積
た
り
し
一
太
郎
兵
衛
廻
漕
の
船
な
る
載
貨
を
寅
却
し
一
然
ル
ニ
父
ノ
太
郎
兵
衛
。
廻
船
ニ
積
タ
リ
一
然
る
に
父
の
太
郎
兵
衛
。
回
船
に
積
た

一
荷
物
を
う
り
代
な
し
破
船
し
て
う
せ
た
り
一
て
其
金
を
私
し
そ
の
船
ハ
海
上
に
て
覆
没
一
シ
荷
物
ヲ
ウ
リ
代
ナ
シ
。
破
船
シ
テ
ウ
セ
一
り
し
荷
物
を
う
り
代
な
し
。
破
船
し
て

4
一
と
欺
き
け
る
科
に
よ
り
て
、
元
文
三
年
十
一
せ
し
と
詳
り
し
が
終
に
其
事
設
費
し
て
逮
一
タ
リ
ト
欺
キ
ケ
ル
科
ニ
ヨ
リ
テ
。
元
文
三
一
う
せ
た
り
と
。
欺
き
け
る
科
に
よ
り
て
。

一
月
に
三
日
さ
ら
し
て
獄
門
に
か
け
る
こ
へ
ら
れ
其
獄
三
日
の
間
市
に
さ
ら
し
て
長
一
年
十
一
月
一
一
。
三
日
サ
ラ
シ
テ
獄
門
ニ
カ
一
元
文
三
年
十
一
月
に
。
三
日
さ
ら
し
て
。

き

む

ね

聞

え

し

か

は

、

一

首

と

い

ふ

に

断

定

せ

し

を

ケ

ラ

ル

ベ

キ

旨

。

間

エ

シ

カ

パ

。

一

獄

門

に

か

け

ら

る

べ

き

む

ね

聞

え

し

か

一平品。

兄
ハ
長
太
郎
と
て
十
七
歳
、
次
は
い
ち
と
一
長
男
ハ
長
太
郎
と
い
ひ
養
子
に
て
時
に
十

て
十
六
歳

J

次
ハ
ま
き
と
て
十
五
歳
、
次
一
七
歳
な
り
次
女
を
阿
市
と
い
ひ
十
六
歳
な

2
一
は
と
く
と
て
九
歳
、
末
は
初
五
郎
と
て
七
一
り
三
女
を
阿
政
と
い
ひ
十
五
歳
な
り
四
女

一

歳

に

な

れ

り

、

一

を

阿

徳

と

い

ひ

九

歳

な

り

第

五

子

を

初

五

一
郎
と
い
ひ
七
歳
な
り

そ
れ
か
中
に
長
太
郎
は
養
子
に
て
家

ιを一

3
一
淡
路
屋
と
い
ふ
、
妹
の
と
く
を
具
し
て
お

一
な
し
所
六
町
目
に
す
み
け
り
、

兄
ハ
長
太
郎
ト
テ
十
七
歳
。
次
ハ
イ
チ
ト
一
兄
ハ
長
太
郎
と
て
十
七
歳
。
次
ハ
い
ち

テ
十
六
歳
。
次
ハ
マ
キ
ト
テ
半
五
歳
。
次
↑
と
て
十
六
歳
。
次
ハ
ま
き
と
て
十
五
歳
。

ハ
ト
ク
ト
テ
九
歳
。
末
ハ
初
五
郎
ト
テ
七
一
次
ハ
と
く
と
て
九
歳
。
末
ハ
初
五
郎
と

歳

ニ

ナ

レ

リ

。

て

七

歳

に

な

れ

り

。

ソ
レ
ガ
中
ニ
長
太
郎
ハ
養
子
ニ
テ
。
家
名
一
そ
れ
が
中
に
長
太
郎
ハ
養
子
に
て
。
家

ヲ
淡
路
屋
ト
イ
フ
。
妹
ノ
ト
ク
ヲ
具
シ
テ
。
一
名
を
淡
路
屋
と
い
ふ
。
妹
の
と
く
を
具

同
ジ
所
六
町
目
ニ
住
ケ
リ
。
し
て
。
お
な
じ
所
六
丁
目
に
す
み
け
り
。

行
所
に
打
つ
れ
ゆ
き
て
、

我
々
五
人
の
命

て五
五人
人の
の児
命 等
を町
さ奉
』行
げの
も聴
てに
父詣
のり
死哀
を訴
膿し

命o 奉o サ
ヲo 行o ラ
メO 所o セ
シ0 ニ0 ル
テo 打o 日

連o 敷
父0 レo ノ
ガO ユo ウ
罪o キo チ
ニエ0 フー O 。
ノレo 五
サo 我o 人
セo 々O ノ
給o 五o 者
へo 人o
トo ノO 町。

町
奉
行
所
に
打
つ
れ
ゆ
き
て
。

我
H

玉

さ
ら
せ
る
日
数
の
う
ち
五
人
の
も
の
町
奉

は
ん
こ
と
を
か
た
く
請
ひ
け
れ
パ

5
-
を
め
し
て
父
か
罪
ゆ
る
さ
せ
給
へ
と
い
ひ

さ
ら
せ
る
日
数
の
う
ち
。

五
人
の
も
の

人
の
命
を
め
し
て
。

父
が
罪
ゆ
る
さ
せ



0

0

0

0

0

0

0 

0

0

0

0

0

0

0

0 

た
ま
へ
と
い
ひ
出
る
さ
ま
。

ヒO イ
ナo ヒ
クO 出
見o ケ
コ二0 ノレ
シ0 サ
カ0 マ
ノ、。。

孝
'1) 
ノ
誠
世

タ
グ

出
け
る
さ
ま
孝
心
の
誠
世
に
た
く
ひ
な
く

見
え
し
か
は
、

世
に
た
ぐ
ひ
な
く
見
え
し
か
ぱ
。

御
城
代
太
田
備
中
守
か
く
と
聞
え
あ
け
し
一
城
代
太
田
備
中
守
そ
の
孝
義
を
深
く
感
じ
一
御
城
代
太
田
備
中
守
。
カ
ク
ト
聞
エ
ア
ゲ
一
代
官
太
田
備
中
守
。
か
く
と
聞
え
あ
げ

に
、
次
の
と
し
三
月
大
嘗
会
の
大
赦
に
よ
一
こ
れ
を
幕
府
へ
以
聞
せ
ら
れ
翌
年
の
三
月
一
シ
ニ
。
次
ノ
ト
シ
三
月
。
大
嘗
舎
ノ
大
赦
一
し
に
。
次
の
と
し
三
月
。
大
嘗
舎
の
大

6
-
り
て
父
か
死
罪
を
な
た
め
ら
れ
重
追
放
に
一
大
嘗
祭
を
も
て
大
赦
に
逢
ひ
死
一
等
を
減
一
ニ
ヨ
リ
テ
。
父
ガ
死
罪
ヲ
ナ
ダ
メ
ラ
レ
。
一
赦
に
よ
り
て
。
父
か
死
罪
を
な
た
め
ら

行
は
る
、
五
人
の
者
も
事
ゆ
へ
な
く
ゆ
る
一
せ
ら
れ
重
追
放
と
な
る
重
追
放
ニ
行
ハ
ル
。
五
人
ノ
者
モ
。
事
三
れ
。
重
き
追
放
に
行
ハ
る
。
五
人
の
者

し

賜

は

り

け

り

へ

ナ

ク

ユ

ル

シ

賜

ハ

リ

ケ

リ

。

も

事

ゆ

え

な

く

。

ゆ

る

し

賜

ハ

り

け

り

。

〔
孝
義
録
〕

7 

こ
ハ
政
太
郎
に
先
ツ
こ
と
殆
ん
と
九
十
年

前
の
事
な
り
あ
』
昔
時
妙
仲
提
禁
行
可
の

流
の
一
時
に
輩
出
せ
る
ま
た
奇
な
ら
ず
や

因
て
こ
』
に
録
し
て
井
せ
停
ふ
と
い
ふ

題 標

O 
フE
文

年 窓
の の
Aζ 須、

佐

浪 美

花
の
舟
土

事 孝
子
そ
の. 
し
る 耳
し 袋
を
あ
ら
わ
す

浪華 勝浦

屋
勝 太
浦 自日

E 事蹟

屋 兵 丙
太 律? 群
良日 の
兵 女
僚f
と
エ王
ふ

華浪 勝浦

屋

勝浦
太

賢良日
屋 兵

女

太 偉3 修

自日 ノ
事蹟身

兵 女
律?
と
し、

ふ

オ日土 大
大 阪
阪 の ポ
な 一 ケ
る 人 ベツ

浪 孝 ト
華 子 忠
。コ 孝
浦 百
の E吉
船
頭

孝
心
の
誠
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ど
も
、

に
勝
浦
屋
太
郎
兵
衛
と
云
ふ
者

が
あ
り
ま
し
た
、
占
R

二
人
の
子
供
は
何
れ
も
幼
少
で

あ
り
ま
し
た
が
、
此
事
を
聞
て

嘆
き
悲
し
む
事
一
方
な
ら
ず

1
-
勝
浦
屋
太
郎
兵
衛
と
云
者
、

舟
子
あ
り
け
り
、
女

舟
子
あ
り
、

一
米
船
を
盗
と
り
さ
ま
ノ
¥
の
謀
計
一
享
保
の
こ
ろ
、
廻
船
の
荷
物
を
一
元
文
年
問
、
太
郎
兵
衛
は
罪
に
坐
一
元
文
三
年
、
罪
に
坐
し
て
死
刑
に
一
元
文
年
間
に
、
太
郎
兵
衛
は
罪

一
あ
ら
は
れ
て
、
三
日
か
間
さ
ら
し
一
内
々
に
て
売
り
渡
し
、
そ
の
ほ
一
し
死
刑
に
慮
せ
ら
れ
ん
と
し
け
る
一
虎
せ
ら
れ
ん
と
す
、
一
あ
り
て
死
刑
に
な
ら
ふ
と
致
し

2
一

て

、

死

刑

に

慮

せ

ら

る

へ

き

と

て

、

一

か

罪

あ

り

て

大

坂

町

奉

行

に

て

一

時

、

一

ま

し

た

時

、

一
十
一
月
廿
八
日
よ
り
さ
ら
さ
れ
け
一
吟
味
の
上
、
そ
の
科
き
ま
り
、
一

る

、

一

晒

し

の

上

死

刑

に

も

申

付

け

候

一

一
積
り
の
治
定
な
り
し
が
、

翌
二
十
三
日
夜
も
あ
け
さ
る
う
ち
一
日
々
牢
屋
門
前
に
到
り
て
、
親
一
遂
に
三
人
打
連
れ
て
町
奉
行
の
家
一
此
に
三
人
打
連
れ
て
、
町
奉
行
佐
一
遂
に
健
気
に
も
三
人
打
連
て
町

よ
り
、
町
奉
行
佐
々
氏
ま
か
り
、
一
の
助
命
の
事
歎
き
悲
し
み
、
叱
一
に
至
り
、
五
日
々
を
殺
し
て
父
を
救
一
々
某
の
家
に
至
り
、
吾
々
を
殺
し
一
奉
行
の
家
に
至
り
申
し
ま
す
に

一
り
追
い
の
け
な
ど
す
れ
ど
も
、
一
け
給
へ
と
請
ひ
け
る
、
一
て
父
を
助
け
給
へ
と
請
ふ
、

そ
の
子
長
太
郎
十
二
歳
、

3
一
市
十
五
歳
、
ま
き
同
年
、

む
す
め
一
右
の
者
、
子
ど
も
三
人
あ
り
。
一
女
其
長
男
は
養
子
に
し
て
、
長
太
一
其
女
い
ち
ま
き
及
男
長
太
郎

一
惣
領
は
娘
に
て
十
三
四
、
そ
れ
一
郎
と
云
ひ
其
長
女
は
レ
枠
内
と
云

よ
り
九
つ
七
つ
ば
か
り
の
小
児
一
ひ
、
其
次
女
は
ほ
悼
と
云
へ
り
。

4 

其
三
人
の
子
供
は
皆
幼
少
な
り
け
一
皆
幼
な
り
、
父
の
罪
せ
ら
る
』
を

る
が
、
悲
む
こ
と
大
方
な
ら
ず
、
聞
き
悲
し
む
こ
と
大
方
な
ら
ず
、

5 

か
つ
て
聞
き
入
れ
ず
、
命
を
惜

し
ま
ず
昼
夜
寝
食
を
忘
れ
て
歎

き
け
れ
ば
、

-R其長
男
は
養
子
に
て
長
太
郎

と
云
ひ
、
長
女
は
、
イ
チ
、
其

次
女
は
マ
サ
と
云
ひ
ま
し
た
、
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父
の
代
に
我
々
と
も
を
刑
せ
ら
れ
、

父
を
克
し
給
れ
と
、
自
筆
の
上
書

し
て
又
な
く
願
け
る
、
ま
た
幼
少

一
な
る
故
、
願
の
書
も
し
と
け
な
く
、

一
殊
に
長
太
郎
は
養
子
に
侯
問
、
我

一
等
を
失
て
給
れ
と
二
女
の
書
上
た

一
る
に
長
太
郎
は
某
を
も
代
り
に
と

6
一
り
て
給
れ
と
書
出
け
る
、

而
し
て
二
女
は
云
ふ
『
長
太
郎
は
一
然
し
て
二
女
い
ふ
、
長
太
郎
ハ
養
一
何
卒
吾
々
を
殺
し
て
父
を
助
け

養
子
に
し
て
義
理
あ
る
こ
と
な
れ
一
子
に
し
て
義
理
あ
る
こ
と
な
れ
一
て
被
下
る
様
に
』
と
願
ひ
ま
し

パ
、
吾
等
二
人
を
殺
し
て
、
父
と
一
パ
、
吾
等
二
人
を
殺
し
て
父
と
長
一
た
が
其
内
な
る
二
人
の
女
子
の

長
太
郎
を
助
け
給
へ
』
と
長
太
郎
一
太
郎
を
助
け
給
へ
と
、
長
太
郎
日
、
一
云
ふ
に
は
、
而
し
長
太
郎
は
養

は
云
ふ
『
私
ハ
養
子
に
し
て
父
の
一
私
ハ
養
子
に
し
て
父
の
恩
義
も
亦
一
子
に
て
義
理
あ
る
者
で
あ
り
ま

恩
義
も
亦
格
別
な
れ
ば
、
私
を
殺
一
格
別
な
り
、
私
を
殺
し
て
二
人
を
一
す
か
ら
、
私
共
二
人
を
殺
し
て
、

し
て
、
二
女
と
父
を
救
け
給
へ
』
一
助
け
給
へ
と
、
互
に
死
を
争
ひ
て
一
父
と
長
太
郎
を
助
て
給
は
る
や

と
、
互
に
死
を
争
ふ
て
止
ざ
れ
ば
、
一
止
ま
ず
、
一
う
に
』
と
申
し
ま
し
た
、
す
る

一
と
長
太
郎
の
云
ふ
に
は

一
否
々
私
は
養
子
の
身
に
て
、

一
父
の
恩
義
も
文
、
格
別
深
ふ
あ

一
り
ま
ず
か
ら
何
卒
私
を
殺
し

一
て
、
二
人
の
女
と
父
と
を
助
け

一
給
ふ
や
う
に
』
と
三
人
は
互
ひ

に
父
の
馬
に
死
を
争
ふ
て
止
ま

せ
ん
で
し
た
、

7 

町
奉
行
深
く
其
本
心
に
感
じ
た
一
佐
々
某
深
く
其
孝
心
を
感
ず
と
雄
一
之
を
聞
て
町
奉
行
は
深
く
其
孝

れ

ど

も

、

ど

も

、

一

心

に

感

じ

ま

し

た

が

、

8 

比 やか 南
事とれ奉
を、、行

知其若立
た所しあ
るの人ひ
に者のて
やとす
とも』比
中しをめ事
明呼けを
有てる尋
け、にき

比
幼
少
の
者
に
し
て
、
斯
る
こ
と
一
幼
少
の
者
の
心
付
所
に
あ
ら
ず
、
而
し
此
の
年
少
の
者
共
が
斯
る

心
付
と
は
齢
り
に
不
審
儀
な
り
、
一
誰
か
教
へ
し
者
な
ら
ん
と
、
窃
か
一
事
柄
に
心
付
と
は
如
何
に
も
大

誰
か
教
へ
し
も
の
な
ら
ん
と
て
、
一
に
探
偵
せ
し
む
る
に
、
全
く
三
人
一
人
気
で
あ
る
、
何
で
も
誰
か
ゾ

窃
に
人
を
出
し
之
を
探
ら
し
む
る
一
の
孝
心
よ
り
出
で
た
る
よ
し
な
れ
一
教
た
も
の
で
あ
ら
う
と
窃
か
に
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さ
て
其
旨
江
戸
に
達
し
、
御
指
国
一
そ
の
訳
奉
行
へ
申
立
て
、
江
戸
一
其
後
三
人
の
も
の
は
嘆
願
し
て
止
一
後
尚
か
は
る
六
¥
に
歎
願
し
て
止
一
其
の
趣
き
を
、
お
上
へ
申
・
上
る

日
一
有
て
、
一
表
へ
伺
い
遣
す
べ
き
由
に
て
、
一
ざ
れ
ば
、
遂
に
其
至
孝
に
感
じ
、
一
ま
ず
、
之
に
因
て
遂
に
三
児
の
至
一
と
、
お
上
に
で
も
其
孝
心
に
感

一

御

仕

置

き

を

延

ば

し

、

御

城

代

一

一

孝

を

感

じ

、

れ
と
、
誰
も
曾
て
し
ら
す
、
母
は

此
事
を
し
き
り
に
制
し
ぬ
れ
と
、

隠
し
て
三
人
出
け
る
よ
し
申
、

9 10 

二
見
の
思
ひ
入
た
る
け
し
き
、
比

u
一
事
か
な
は
す
は
、
火
に
も
水
に
も

入
ぬ
へ
く
見
て
、

12 

する見ふ
へ者るし
きを不沈
とや忍み
てめし歎
、てて候

や、、有

うか先さ

くささま
ねら

にてし上
か沙お下
へ汰け皆

さ
れ
け
り
、
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に
、
全
く
三
人
の
孝
心
よ
り
出
た
一
パ
、

る
由
、

人
を
以
て
其
様
子
を
探
ら
せ
ま

し
た
が
、
全
く
三
人
の
孝
心
よ

り
出
た
る
事
が
分
り
ま
し
て
、

分
り
た
れ
パ
、
益
々
感
じ
け
る
が
、
一
益
感
じ
け
る
が
、

愈
々
感
心
さ
れ
し
も
、

さ
り
と
て
素
よ
り
聞
届
く
べ
き
顕
一
素
よ
り
聞
届
く
べ
き
願
に
あ
ら
ね
一
斯
る
事
は
間
届
る
筋
に
あ
ら
ね

に
も
あ
ら
ね
ば
、
厚
く
諭
し
て
臨
一
パ
、
厚
く
諭
し
て
麗
ら
し
め
ん
と
一
ば
、
能
々
諭
し
て
家
に
踊
ら
せ

ら
し
め
ん
と
せ
し
も
、
三
人
と
も
一
す
、
然
る
に
三
人
と
も
決
心
面
に
一
ゃ
う
と
し
て
も
三
人
の
決
心
は

現

は

れ

、

一

堅

く

面

に

現

れ

、

決
心
面
に
現
は
れ

じ

若
し
許
さ
れ
ざ
れ
パ
水
に
入
り
て
一
若
し
聴
か
れ
ざ
れ
パ
、
水
に
も
入
一
此
事
が
御
聞
入
れ
な
け
れ
ば
、

死
せ
ん
と
す
る
気
色
な
り
し
か
一
り
て
死
せ
ん
と
す
、
一
元
よ
り
生
て
る
甲
斐
な
け
れ

ば

、

一

ば

、

海

に

身

を

投

げ

て

死

で

了

一
と
て
聞
入
れ
ま
せ
ん
、

暫
く
父
の
死
刑
を
延
し
て
家
に
鶴
一
此
に
於
て
先
ツ
父
の
死
刑
の
期
を
一
奉
行
も
仕
方
な
く
一
時
死
刑
を

ら

し

む

。

一

延

べ

、

漸

く

家

に

騎

ら

し

む

、

延

し

て

、

三

人

を

家

に

踊

し



そ
の
明
の
と
し
刑
人
は
死
罪
を
ゆ
一
死
刑
を
御
赦
し
追
放
仰
付
け
ら
一
特
典
を
以
て
太
郎
兵
衛
の
死
罪
を
一
特
典
を
以
て
父
太
郎
兵
衛
の
死
罪
一
特
別
の
思
召
を
以
て
、

る

し

て

追

放

有

け

り

、

三

児

の

至

一

れ

し

。

一

赦

さ

れ

し

と

ぞ

。

一

を

赦

さ

れ

し

と

ぞ

。

一

を

許

さ

れ

ま

し

た

が

、

日
一
誠
人
を
動
し
ぬ
る
こ
と
、
誠
に
ま

れ
な
る
た
め
し
に
こ
そ
、

よ
り
伺
い
の
上
、

15 

ま
こ
と
に
孝
心
の
天
に
通
ず
る

と
い
え
る
も
、
偽
り
な
ら
ぬ
事

な
り
。
右
は
予
、
評
定
所
留
役

を
勤
め
け
る
こ
ろ
、
右
の
者
赦

願
の
事
に
つ
き
書
留
め
取
り
調

べ
て
、
あ
ま
り
あ
わ
れ
な
る
事

な
れ
ば
こ
の
事
も
別
に
書
き
留

め
ぬ
。

O
通
俗
孝
子
伝

浪
速
の
五
孝
子

て
う
ち
首
の
高
札

時
は
元
文
二
年
十
一
月
廿
三
目
、
木
津
の
川
口
に
一
の
高
札
が
建
ら
れ
た
、
物
観
高
い

浪
速
の
町
人
は
足
を
留
め
て
、
押
合
な
が
ら
夫
を
讃
ん
で
居
る
。

居
船
頭
太
郎
兵
衛
こ
と
、
沖
船
頭
新
七
と
申
す
者
と
同
腹
い
た
し
、
秋
田
よ
り
浪
速
表

へ
米
穀
を
廻
送
す
べ
き
の
所
、
途
中
に
て
暴
風
暴
雨
に
出
合
た
る
を
幸
ひ
、
難
船
致
し

た
る
も
の
と
見
せ
か
け
、
其
貫
米
穀
は
悉
皆
買
携
ひ
て
不
嘗
の
金
銭
を
着
服
に
及
び
、

父
の
罪

至
誠
ノ
致
ス
所
大
ナ
ル
哉
、
凡
ソ
一
父
は
三
人
の
孝
行
に
今
更
な
が

人
誠
ナ
ラ
ザ
レ
パ
事
遂
ゲ
難
シ
、
一
ら
其
罪
を
耽
ぢ
深
く
感
心
し

三
見
至
誠
ノ
心
、
克
ニ
能
ク
父
ノ
一
て
、
遂
に
善
人
に
立
ち
障
り
ま

罪
ヲ
ロ
フ
、
孝
子
ノ
心
人
ヲ
シ
テ
一
し
た
、
目
出
度
し
/
¥
。

感
賞
ニ
堪
エ
ザ
ラ
シ
ム
、
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米
問
屋
を
欺
き
候
段
、
不
時
に
つ
き
、
新
七
太
郎
兵
衛
雨
名
召
捕
の
上
、
吃
度
相
罰
す

べ
き
の
所
、
新
七
事
不
周
に
も
行
衛
を
晦
ま
し
、
前
後
三
年
の
今
日
に
至
る
も
所
在
不

明
に
候
に
つ
き
、
先
づ
罪
科
分
明
な
る
太
郎
兵
衡
を
慮
罰
し
、
来
二
十
五
日
に
斬
罪
に

行
ひ
、
其
罪
肢
を
訊
さ
れ
候
も
の
也

緯
め
き
合
っ
て
讃
む
人
も
、
斬
首
と
聞
い
て
は
向
と
し
て
、
わ
が
首
で
も
落
さ
れ
る
か

の
や
う
に
頚
を
縮
め
て
足
早
に
行
き
過
ぎ
る
、
中
に
も
何
や
彼
や
と
耳
語
合
ふ
の
は
齢

程
の
物
数
奇
か
、
乃
至
は
閑
人
と
見
え
る
。

『
怖
い
こ
ツ
だ
す
え
な
』



『
ほ
ん
ま
に
!
太
郎
兵
衛
は
ん
と
は
全
檀
何
ツ
方
の
お
方
は
ん
や
ろ
な
』

『
太
郎
兵
衛
は
ん
は
な
、
橘
町
の
居
船
頭
は
ん
や
が
な
』

『
は
ア
さ
う
か
、
偉
い
こ
と
し
や
は
り
ま
し
た
な
』

中
に
は
橘
町
湿
の
者
と
見
え
て
、
商
人
ら
し
い
の
が
口
を
出
す
。

『
あ
ん
た
は
ん
、
お
知
は
ら
ん
か
、
そ
ら
最
う
偉
い
こ
ッ
と
し
て
な
、
太
郎
兵
衛
は
ん

が
こ
ろ
り
と
な
ら
は
る
と
、
後
は
ほ
ん
ま
に
気
の
毒
な
も
ん
ど
す
、
十
六
歳
が
最
長
で

子
供
は
ん
が
五
人
、
お
神
は
ん
と
一
緒
に
お
預
け
に
成
っ
て
居
や
は
る
が
、
彼
の
人
達

は
ど
な
い
に
な
り
ま
す
や
ろ
、
子
供
は
ん
に
科
は
お
ま
へ
ん
が
な
』

『
ほ
ん
ま
に
!
お
預
け
の
身
分
な
ら
斬
首
の
事
も
知
り
ま
へ
ん
や
ろ
』

『
罪
の
無
い
も
ん
だ
す
、
子
供
は
!
父
は
ん
は
牢
屋
へ
お
客
に
行
っ
た
と
思
っ
て
だ
す
』

出
船
入
船
、
豊
に
風
を
苧
ん
で
浪
速
の
浦
の
賑
は
、
昔
も
今
も
大
坂
に
劣
ら
ぬ
も
の
で

在
っ
た
、
西
は
長
崎
、
東
は
堺
の
海
の
荒
講
を
乗
っ
切
っ
た
連
中
に
は
、
夙
く
も
和
蘭

あ
た
り
の
船
と
舶
を
並
べ
て
淘
に
物
騒
な
人
聞
が
居
た
の
で
あ
る
、
鎖
国
の
夢
の
固
な

の
を
習
々
と
異
国
の
風
が
襲
ふ
の
は
、
長
崎
の
浦
風
や
浪
速
の
演
風
で
あ
っ
た
、
か
く

て
大
坂
言
葉
は
羽
二
重
で
撫
る
や
う
だ
が
肝
玉
は
却
々
太
い
。

革
に
堀
江
橘
町
に
居
船
頭
の
太
郎
兵
衛
と
云
ふ
の
が
在
っ
た
、
頃
は
享
保
の
末
年
、
沖

船
頭
の
新
七
と
云
ふ
の
を
出
羽
の
秋
図
へ
遣
っ
て
奥
州
米
を
積
ま
せ
た
が
、
途
中
で
思

は
ぬ
暴
風
雨
を
喰
ら
っ
た
の
で
、
板
子
一
枚
を
量
の
上
よ
り
も
平
気
な
新
七
も
、
無
惨

や
椅
は
麻
幹
の
や
う
に
折
れ
、
口
は
屋
根
板
よ
り
も
脆
く
砕
け
て
は
、
五
尺
の
身
瞳
は

最
う
海
底
の
藻
屑
と
覚
悟
を
極
め
た
の
で
あ
る
。

『
野
郎
共
、
狼
狽
る
な
い
、
畳
の
上
で
も
死
ぬ
と
き
に
や
誰
で
も
死
ぬ
わ
ツ
』

一
障
の
狂
風
、
谷
を
捲
い
て
木
の
葉
は
綾
と
織
る
や
う
に
、
船
は
議
の
ま
に
ま
に
探
ま

れ
て
居
る
。
書
っ
て
軍
馬
が
敵
陣
を
衝
く
や
う
に
、
船
は
巨
溝
の
峯
か
ら
坂
落
し
、
か

と
思
ふ
と
谷
底
深
く
吸
込
れ
る
、
何
の
怨
が
あ
る
の
か
新
七
が
船
は
鵬
り
に
賜
ら
れ
て
、

沈
ま
ば
沈
め
、
死
な
ば
死
ね
と
、
生
命
は
其
虚
へ
投
出
し
た
が
、
不
思
議
や
船
は
免
あ

る
浦
に
漂
ひ
着
い
た
の
で
あ
る
。
死
ぬ
迄
の
覚
悟
の
胸
に
は
神
の
姿
が
宿
る
が
、
借
生

る
と
な
れ
ば
人
は
忽
ち
慾
の
化
身
と
な
る
、
新
七
は
問
屋
が
許
へ
届
け
る
筈
の
米
は
其

憧
賓
飛
し
て
、
水
船
を
牽
い
て
浪
速
へ
踊
っ
て
来
た
、
而
し
て
人
知
れ
ぬ
夜
の
更
た
頃
、

親
方
太
郎
兵
衛
が
瀬
戸
口
か
ら
窃
ツ
と
道
入
っ
て
、
黄
金
を
ず
ら
り
と
行
燈
の
光
に
輝

し
た
。

『
親
方
今
度
の
暴
風
雨
を
喰
つ
て
は
助
か
っ
た
の
が
不
思
議
な
く
れ
え
、
米
は
沈
ん
だ

と
云
へ
ば
怪
む
者
も
あ
り
ま
す
め
え
、
米
の
身
代
金
が
親
方
こ
れ
だ
け
だ
、
は
』
は
』
、

費
や
し
た
、
其
慮
は
如
才
も
ね
え
新
七
、
米
は
み
ん
な
費
や
し
た
、
序
に
彼
の
水
船
も

一
始
末
つ
け
や
せ
う
、
ま
、
こ
れ
で
良
え
歳
で
も
取
ら
せ
て
貰
う
か
い
、
は
』
は
』
』

日
頃
は
正
直
な
太
郎
兵
衛
だ
が
、
山
吹
の
花
の
盛
を
見
せ
つ
け
ら
れ
て
は
、
と
う
と
う

慾
に
ひ
か
さ
れ
て
、
之
さ
へ
あ
れ
ば
女
子
供
も
良
い
正
月
が
出
来
ゃ
う
と
、
慾
の
雨
手

で
慾
の
懐
へ
掻
ツ
込
ん
で
、
天
は
知
ら
う
が
、
地
は
悟
ら
う
が
、
薄
痴
鈍
の
人
聞
の
知

ら
う
筈
は
無
い
と
思
っ
た
の
が
、
抑
の
誤
謬
、
上
意
ッ
、
の
撃
に
驚
く
聞
に
早
や
雨
手

は
背
後
へ
廻
っ
て
終
ひ
、
お
白
洲
へ
牽
き
出
さ
れ
て
恐
れ
入
っ
た
時
に
は
、
新
七
の
姿

は
浪
速
の
浦
に
見
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
、
此
罪
に
因
っ
て
斬
首
の
高
札
は
建
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
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太
郎
兵
衛
に
は
五
人
の
子
供
が
在
っ
た
、
十
六
歳
の
お
い
ち
、
十
四
歳
の
お
ま
き
、
八

歳
の
お
と
く
、
こ
れ
は
天
晴
の
男
に
す
る
心
算
の
長
男
初
太
郎
は
六
歳
、
外
に
長
太
郎

と
云
ふ
養
ひ
子
が
在
っ
た
が
、
答
人
の
子
は
母
と
一
緒
に
町
長
預
の
悲
し
い
憂
日
を
送

る
や
う
に
成
っ
た
、
小
さ
な
者
は
頑
是
な
い
が
、
お
い
ち
は
最
う
人
妻
に
も
成
ら
ふ
と

云
う
年
輩
で
あ
る
、
父
が
身
を
案
じ
て
ち
ら
と
の
人
の
噂
も
耳
か
ら
逸
さ
な
い
、
廿
五

日
:
:
:
斬
首
:
:
:
木
津
川
口
:
:
:
太
郎
兵
衛
:
:
:
新
七
:
:
:
こ
ん
な
噂
が
断
々
に
耳
に

響
く
、
借
は
態
し
い
父
上
は
刃
の
鏡
と
消
え
る
の
で
あ
ら
う
か
、
お
い
ち
は
猶
も
様
子

を
探
れ
ば
、
父
は
愈
々
二
十
五
日
に
お
慮
刑
に
な
る
と
の
こ
と
、
彼
女
は
嚢
れ
た
頬
を

襟
に
埋
め
て
凝
と
何
事
を
か
考
へ
込
ん
だ
。



二
、
お
白
洲
の
は
ら
か
ら

『
あ
ら
ッ
、
怖
い
l
ツ』

妹
は
何
か
可
恐
夢
で
も
見
た
の
か
、
細
い
悲
い
撃
を
あ
げ
た
。

『
ま
き
ち
ゃ
ん
・
..........
 

・
ま
き
ち
ゃ
ん
』

姉
は
傍
か
ら
搭
起
す
と
、
お
ま
き
は
眼
を
醒
し
て
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
し
て
居
た
が

『
あ
ら
、
今
の
は
夢
で
し
た
の
ね
、
ま
あ
宜
か
っ
た
こ
と
!
』

『
ま
き
ち
ゃ
ん
、
何
か
怖
い
夢
で
も
御
賢
だ
ツ
た
の
?
』

『
え
』
、
怖
い
夢
!
あ
の
ね
、
阿
父
さ
ん
が
血
だ
ら
け
に
成
っ
て
ね
:
:
:
』

『
あ
ツ
最
う
い
や
、
ま
き
ち
ゃ
ん
止
し
て
頂
戴
よ
:
:
:
け
ど
も
ね
、
阿
父
さ
ん
は
お
前

の
見
た
夢
の
や
う
に
お
成
り
な
の
よ
、
あ
な
た
の
夢
は
正
夢
よ
』

『
う
そ
!
阿
父
さ
ん
は
お
赦
免
に
な
る
と
阿
母
さ
ん
が
仰
し
ゃ
ッ
た
わ
』

『
そ
れ
が
ね
、
ま
き
ち
ゃ
ん
』

姉
は
い
つ
し
か
起
直
っ
て
居
る
、
行
燈
の
火
は
油
に
餓
て
自
ら
絶
え
さ
う
で
あ
る
。

『
さ
、
お
起
、
姉
さ
ん
拙
た
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
寒
く
な
い
や
う
に
し
て
ね
』

お
い
ち
は
寝
衣
の
上
へ
衣
服
を
羽
織
ら
せ
て
、
二
人
は
薄
聞
い
行
燈
の
傍
に
膝
を
突
合

せ
た
。

『
ま
き
ち
ゃ
ん
、
確
り
お
し
ょ
、
ね
、
阿
父
さ
ん
は
二
十
五
日
に
ね
』

『
お
赦
免
に
な
る
の
ぢ
や
無
く
っ
て
?
』

『
ま
、
の
ん
き
な
、
斬
首
で
す
よ
、
阿
父
さ
ん
は
お
前
、
斬
首
に
お
成
り
の
で
す
よ
』

『
ほ
ん
と
?
え
、
う
ち
首
?
』

妹
は
惨
憎
た
る
夢
を
思
ひ
返
し
て
懐
と
す
る
。

『
姉
さ
ん
が
何
で
嘘
を
云
ひ
ま
せ
う
、
廿
五
日
に
ね
、
斬
首
に
な
る
と
云
ふ
高
札
が
木

津
の
川
口
に
建
て
る
と
聞
き
ま
し
た
の
ぜ
私
最
う
情
け
無
く
っ
て
ね
、
何
父
さ
ん
は
日

頃
か
ら
神
様
を
御
信
心
な
す
っ
て
、
少
し
も
担
っ
た
事
は
な
さ
ら
な
い
の
に
、
矢
ツ
張

り
迷
で
せ
う
、
ね
、
迷
と
云
っ
て
も
御
自
分
が
祭
耀
柴
華
を
な
さ
ら
う
と
思
っ
た
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
、
み
ん
な
私
共
に
集
を
さ
せ
た
い
、
私
共
を
喜
ば
せ
た
い
と
お
思
召
た

か
ら
の
事
で
す
よ
、
ね
、
ま
き
ち
ゃ
ん
、
思
ふ
と
私
は
奈
何
し
で
も
阿
父
さ
ん
を
見
殺

し
に
は
出
来
ま
せ
ん
、
人
交
際
も
出
来
な
い
日
蔭
者
に
な
る
の
で
す
、
私
は
覚
悟
を
決

ま
し
た
、
姉
さ
ん
の
拙
と
は
、
ま
き
ち
ゃ
ん
此
慮
の
事
な
の
よ
、
私
は
覚
悟
を
決
た
か

ら
ね
、
お
前
は
姉
さ
ん
の
代
に
成
っ
て
、
末
長
く
阿
母
さ
ん
の
お
側
に
居
て
下
さ
い
よ
、

解
っ
て
?
え
、
ま
き
ち
ゃ
ん
』

妹
は
静
に
姉
の
云
ふ
の
を
聞
い
て
居
た
が

『
そ
れ
で
姉
さ
ん
は
奈
何
な
さ
る
の
?
』

『
姉
さ
ん
は
ね
、
お
生
命
に
代
ら
う
と
思
ふ
の
、
お
奉
行
様
へ
お
顕
す
る
の
』

『
そ
ん
な
事
、
お
奉
行
様
、
許
す
の
?
』

『
許
し
て
も
許
さ
な
く
ツ
て
も
!
若
し
お
許
し
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
姉
さ
ん
は
阿
父
さ

ん
の
お
伴
を
し
ゃ
う
と
思
っ
て
る
の
』

十
四
歳
の
小
娘
に
は
比
智
悪
は
な
か
っ
た
も
の
と
見
え
る
、
姉
の
決
心
を
聞
く
と
、
お

ま
き
は
始
て
心
付
い
た
の
で
あ
る
。

『
姉
さ
ん
私
も
お
願
す
る
わ
、
ぁ
、
そ
れ
よ
り
か
五
人
一
緒
に
行
き
ま
せ
う
、
姉
さ
ん

一
人
よ
り
か
其
方
が
お
願
す
る
の
に
も
効
額
が
あ
る
で
せ
う
』

『
そ
り
ゃ
効
頴
が
あ
る
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
、
け
れ
ど
も
夫
で
は
阿
母
さ
ん
が
お
気
の

毒
で
ね
』

『
お
気
の
毒
で
も
宜
い
わ
、
阿
父
さ
ん
さ
い
お
赦
免
に
な
れ
ば
!
』

お
い
ち
は
少
時
考
へ
て
居
た
が
、
陀
度
心
を
定
め
た
。

『
で
は
寧
そ
左
様
し
ま
せ
う
、
と
く
や
初
太
郎
を
残
し
て
置
い
て
も
、
大
き
く
成
っ
て

か
ら
彼
は
答
人
の
子
だ
と
後
指
さ
さ
れ
る
の
も
可
愛
さ
う
ね
、
け
れ
ど
も
長
太
郎
は
義

理
あ
る
中
だ
か
ら
、
残
っ
て
居
て
阿
母
さ
ん
の
面
倒
見
て
貰
い
ま
せ
う
』
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『
あ
』
、
そ
れ
が
宜
い
、
そ
れ
な
ら
明
朝
四
人
で
行
き
ま
せ
う
』

『
い
い
え
]
明
朝
と
は
云
っ
て
居
ら
れ
ま
せ
ん
、
最
う
二
十
五
日
も
明
後
日
、
那
麿
思

園
愚
園
し
て
る
と
、
ま
き
ち
ゃ
ん
駄
目
よ
』

『
な
ら
、
と
く
ち
ゃ
ん
起
し
ま
せ
う
か
、
初
ち
ゃ
ん
も
ね
』

『
ぁ
、
阿
母
さ
ん
の
お
目
の
醒
め
な
い
や
う
に
ね
、
だ
が
鳥
渡
お
待
ち
、
私
一
筆
か
き

ま
す
か
ら
』

お
い
ち
は
筆
を
執
っ
た
が
、
何
と
願
書
を
書
の
か
を
知
ら
な
い
、
彼
様
も
此
様
も
と
考

へ
た
末
に

親
の
代
り
に
五
人
の
子
と
は
申
な
が
ら
、
長
太
郎
は
義
理
こ
れ
あ
る
子
に
候
、
残
り

四
人
を
父
の
代
り
に
命
を
お
取
り
下
さ
れ
候
は
ば
有
り
難
く
存
じ
参
ら
せ
候太

郎
兵
衛

子
供し、ま

霜
月
二
十
三
日

と初
太
郎

お
い
ち
は
之
を
懐
に
入
れ
る
と
、
小
さ
な
二
人
を
窃
ツ
と
喚
起
し
て
表
へ
出
た
が
、
霜

月
末
つ
方
の
明
方
は
白
い
も
の
が
結
ん
で
、
四
人
の
故
宮
は
冷
か
に
氷
る
の
で
あ
っ
た
、

表
へ
は
出
た
も
の
の
四
人
は
奉
行
所
へ
行
く
途
を
知
ら
な
い
、
詮
方
な
く
長
太
郎
を
喚

起
し
て
案
内
に
立
た
せ
た
の
で
あ
る
、
彼
は
始
め
て
お
い
ち
ゃ
お
ま
き
の
決
心
を
聞
い

て
、
是
非
共
自
分
も
其
の
一
味
に
加
へ
て
呉
と
頼
ん
だ
が
、
義
理
あ
る
中
と
云
ふ
の
で

奈
何
し
で
も
聞
い
て
く
れ
な
い
、
彼
は
道
々
決
心
の
臓
を
か
た
め
た
、
義
理
あ
る
中
な

れ
ば
こ
そ
猶
も
進
ん
で
命
乞
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
あ
れ
見
よ
、
長
太
郎
の
義
理
知
ら ち

ず
が
、
命
惜
し
さ
に
四
人
の
者
を
見
殺
し
に
す
る
と
云
は
れ
る
の
は
残
念
だ
、
自
分
一

人
は
一
人
で
宜
し
い
、
別
に
お
奉
行
様
へ
お
願
ひ
し
ゃ
う
と
心
を
定
め
た
の
で
あ
る
。

い
つ
し
か
夜
は
あ
け
た
、
五
人
の
者
は
奉
行
所
の
門
を
叩
い
た
。

『
お
願
の
も
の
で
ム
り
ま
す
、
お
願
の
も
の
で
ム
り
ま
す
』

『
な
ん
だ
、
お
願
ひ
だ
と
、
朝
ツ
原
か
ら
お
願
も
恐
入
る
ぜ
』

門
番
は
ぶ
つ
ぶ
つ
云
っ
て
居
る
。

『
恐
入
り
ま
す
が
お
願
ひ
で
ム
り
ま
す
』

『
う
る
せ
え
な
、
ま
だ
駄
目
だ
』

『
そ
れ
が
大
事
の
お
願
ひ
で
ム
り
ま
す
』

『
お
ツ
と
待
っ
た
り
、
娘
の
撃
だ
、
占
め
占
め
、
出
来
助
さ
ん
お
願
で
ム
り
ま
す
、
何

が
拙
者
に
ね
が
ひ
な
の
か
、
お
願
と
申
し
ま
す
の
は
、
私
や
郎
君
に
:
:
:
な
ん
ツ
て
来

り
や
占
め
子
の
兎
だ
、
は
ツ
く
し
よ
:
:
:
酷
え
霜
だ
な
』

無
駄
口
を
た
た
き
な
が
ら
門
番
は
窓
か
ら
見
る
と
、
五
人
の
子
供
が
寒
さ
に
震
へ
て
居

る。
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き

『
お
め
え
達
、
ま
だ
駄
目
だ
、
早
え
か
ら
又
出
直
し
て
来
る
が
宜
え
』

『
そ
れ
が
火
急
の
お
願
で
ム
り
ま
す
の
で
、
は
い
、
ど
う
も
恐
入
り
ま
す
が
、
人
の
生

命
に
係
は
る
一
大
事
で
ム
り
ま
す
』

『
人
の
生
命
と
聞
い
ち
ゃ
捨
置
に
も
な
る
め
え
、
や
れ
や
れ
困
っ
た
な
、
何
が
御
訴
朕

で
も
持
っ
て
来
た
か
い
、
お
っ
と
諾
々
、
比
方
へ
よ
こ
し
ね
え
、
可
愛
さ
う
に
寒
い
だ

ら
う
、
そ
の
小
せ
い
の
は
四
歳
か
、
五
歳
か
:
:
:
六
歳
か
い
、
感
心
に
の
う
、
ま
待
っ

て
居
ね
え
、
俺
が
如
何
に
か
し
て
や
る
か
ら
』

挨
拶
も
聞
か
ず
に
気
軽
な
門
番
の
顔
は
消
え
て
了
っ
た
、
如
何
か
知
何
か
と
、
久
し
く

く

待
?
っ
ち
に
漸
ゃ
う
お
白
洲
へ
呼
出
さ
れ
た
。

『
其
方
達
、
父
の
命
に
代
ら
う
と
の
願
、
殊
勝
な
心
が
け
ぢ
や
が
、
天
下
の
御
政
道
は

寸
分
た
り
と
も
曲
る
こ
と
は
相
成
ら
ぬ
、
語
々
申
す
と
も
嘗
奉
行
所
で
は
お
取
上
げ
に



は
成
り
難
い
、
罷
り
立
て
ツ
』

お
審
理
も
な
く
し
て
無
情
の
言
葉
を
浴
せ
か
け
ら
れ
て
は
、
お
い
ち
は
泣
よ
り
外
に
な

い
の
で
あ
る
、
お
ま
き
は
姉
の
背
後
に
泣
伏
て
居
る
、
お
と
く
や
初
太
郎
は
唯
怖
い
の

で
顧
へ
て
居
る
。

『
お
役
人
様
、
ど
う
か
お
慈
悲
で
ム
り
ま
す
、
親
の
斬
首
に
な
り
ま
す
の
を
』

『
な
ら
ぬ
と
申
す
の
に
』

『
子
供
が
奈
何
し
て
安
閑
と
見
て
居
ら
れ
ま
せ
う
、
親
に
貰
っ
た
身
程
で
ム
り
ま
す
』

『
相
解
っ
て
居
る
、
ぢ
や
が
、
な
ら
ぬ
』

『
親
に
貰
っ
た
身
瞳
を
親
に
進
ぜ
る
の
は
不
思
議
は
ム
り
ま
せ
ぬ
、
お
慈
悲
に
ど
う
か
』

『
く
ど
い
、
そ
れ
も
の
共
、
引
き
立
て
い
ツ
』

は
ッ
、
と
云
ふ
と
棒
で
押
立
て
や
ら
う
と
す
る
が
、
お
い
ち
お
ま
き
は
、
無
慈
悲
な
棒

へ
槌
り
つ
い
て

『
お
慈
悲
で
ム
り
ま
す
、
ど
う
か
御
役
人
様
、
赦
す
と
一
言
仰
し
ゃ
ッ
て
下
さ
り
ま
せ
、

四
人
の
者
の
お
願
ひ
で
ム
り
ま
す
』

『
立
て
ッ
、
立
ち
ま
せ
う
』

荒
ら
か
に
引
た
て
る
と
、
お
い
ち
は
其
手
に
鎚
っ
て
熱
い
涙
を
は
ら
は
ら
と
落
す
、
女

子
の
一
心
は
涙
と
流
れ
て
奈
何
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
、
こ
の
有
様
を
見
て
は
遣
の
役

人
も
法
律
の
柾
ら
れ
な
い
の
を
心
憂
く
思
っ
た
。

『
さ
ら
ば
重
ね
て
詮
議
し
て
取
ら
せ
う
、
先
づ
今
日
の
所
は
退
っ
た
が
宜
い
』

仕
方
が
な
い
か
ら
役
人
も
一
時
の
が
れ
の
出
鱈
目
を
云
ふ
。

『
有
り
難
う
ム
り
ま
す
、
何
卒
私
共
の
生
命
を
お
取
り
下
さ
る
や
う
、
御
詮
議
を
願
は

し
う
ム
り
ま
す
』

『
よ
い
、
よ
い
、
其
方
共
の
心
の
程
は
含
み
置
く
』

『
お
役
人
様
、
有
り
難
う
ム
り
ま
す
』

一
時
の
間
に
合
せ
と
知
ら
う
筈
は
な
い
、
お
い
ち
ゃ
お
ま
き
は
嬉
し
涙
を
流
し
て
引
下

っ
た
、
残
念
な
が
ら
長
太
郎
は
命
乞
を
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

其
日
の
こ
と
、
大
坂
城
代
は
偶
々
奉
行
所
へ
立
ち
寄
っ
た
、
而
し
て
用
事
も
終
っ
て
閑

談
す
る
う
ち
に
、
今
朝
の
情
な
物
語
を
聞
く
と
、
飴
り
と
云
へ
ば
殊
勝
な
心
に
動
か
さ

れ
て
、
去
ら
ば
明
日
呼
出
し
、
篤
と
其
心
底
を
吟
味
し
ゃ
う
と
云
ふ
こ
と
に
成
っ
た
、

其
慮
で
明
日
太
郎
兵
衛
が
子
供
、
残
ら
ず
召
連
れ
罷
り
出
よ
と
町
長
が
許
へ
達
し
て
や

る
と
、
薄
々
様
子
を
聞
い
た
町
長
は
、
さ
て
は
子
供
達
の
民
心
が
天
に
通
じ
て
、
有
り

難
い
恩
命
に
接
す
る
事
か
と
、
恐
る
恐
る
白
洲
へ
出
る
と
、
こ
れ
は
又
如
何
な
事
、
罪

人
を
責
苦
の
道
具
は
敷
を
蓋
し
て
怖
ろ
し
げ
に
並
べ
て
あ
る
、
あ
の
線
の
あ
る
鞭
で
設

矢
と
頬
を
打
た
れ
た
ら
奈
何
で
あ
ら
う
、
黒
く
泊
ぎ
っ
た
錨
の
棒
で
背
を
叩
か
れ
た
ら

奈
何
で
あ
ら
う
、
あ
の
太
い
縄
で
雨
の
手
を
縛
ら
れ
て
、
高
い
所
へ
吊
上
げ
ら
れ
た
ら

奈
何
で
あ
ら
う
、
重
い
首
柳
、
重
い
口
、
こ
れ
で
責
ら
れ
た
な
ら
奈
何
で
あ
ら
う
と
、

思
は
ず
身
の
毛
も
よ
だ
っ
ゃ
う
で
あ
る
。

『
太
郎
兵
衛
娘
い
ち
、
ま
き
、
と
く
、
伴
初
太
郎
、
養
子
長
太
郎
、
町
長
同
道
に
て
罷

出
た
か
』
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一
同
は
、

は
l
ッ
、
と
思
は
ず
頭
が
下
る
、

正
面
に
は
御
城
代
が
着
座
し
て
居
る
の
で

あ
る
。

『
そ
の
方
共
、
上
を
上
と
も
思
は
ず
強
訴
す
る
と
は
不
坪
千
高
、
定
め
し
母
親
の
入
智

悪
で
あ
ら
う
、
不
周
も
の
め
が
ツ
』

大
き
な
替
で
荒
肝
を
取
挫
が
う
と
す
る
、
お
い
ち
は
弦
ぞ
一
生
懸
命
で
あ
る
。

『
恐
れ
な
が
ら
、
い
ち
事
申
あ
げ
ま
す
、
お
言
葉
で
は
ム
り
ま
す
が
、
母
は
少
し
も
存

じ
ま
せ
ず
、
唯
私
共
の
心
か
ら
父
親
の
生
命
に
代
ら
う
と
思
ひ
ま
し
て
、
お
手
数
を
か

け
ま
し
て
誠
に
恐
入
り
ま
す
る
』

『
こ
ら
ッ
、
い
ち
、
上
を
詐
る
と
は
不
屈
も
の
ぢ
や
、
白
扶
せ
ね
ば
白
賦
す
る
や
う
に

し
て
白
朕
さ
せ
て
見
せ
る
ぞ
』

『
ど
の
や
う
に
仰
せ
ら
れ
ま
し
で
も
、

は
い
、
私
共
の
生
命
は
親
に
捧
げ
ま
し
て
ム
り



ま
す
、
如
何
や
う
な
責
苦
に
遇
ひ
ま
し
で
も
厭
ひ
ま
せ
ぬ
、
ど
う
か
お
慈
悲
に
父
の
生

命
を
お
赦
し
下
さ
り
ま
す
や
う
、
は
い
、
私
共
の
生
命
は
お
公
儀
へ
差
上
げ
ま
す
』

『
不
届
も
の
め
、
責
苦
に
遇
は
せ
る
と
は
未
だ
申
さ
ぬ
の
に
、
上
を
軽
ん
ず
る
今
の
口

吻
、
拷
問
に
か
け
て
も
白
朕
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ
れ
ツ
』

は
ッ
、
と
云
ふ
と
鬼
の
手
に
鞭
は
取
上
げ
ら
れ
た
。

『
い
ち
、
父
を
赦
す
も
赦
さ
ぬ
も
、
先
づ
其
方
を
責
殺
し
て
か
ら
ぢ
や
、
そ
れ
ッ
、
郷

て
ツ
』

設
矢
!
う
た
う
と
す
る
と
長
太
郎
は
我
を
忘
れ
て
走
り
寄
っ
た
。

『
お
役
人
様
、
母
親
の
命
乞
な
ら
女
子
で
も
宜
し
う
ム
り
ま
せ
う
が
、
父
親
の
身
代
に

は
高
望
男
の
生
命
を
お
取
り
下
さ
り
ま
せ
、
お
慈
悲
で
ム
り
ま
す
。

『
不
持
者
め
、
其
方
は
養
子
の
分
際
で
は
な
い
か
』

『
は
ッ
、
申
上
げ
ま
す
、
生
の
親
よ
り
育
の
親
と
か
申
し
ま
す
、
義
理
知
ら
ず
の
長
太

郎
と
人
に
後
指
さ
さ
れ
る
の
が
情
な
う
ム
り
ま
す
、
お
慈
悲
に
ど
う
か
私
の
生
命
を
お

取
り
下
さ
り
ま
せ
』

『
左
程
に
生
命
が
捨
た
く
ぱ
、
其
方
の
生
命
ば
か
り
ち
ゃ
な
い
し
わ
、
上
を
上
と
も
思
は

ぬ
不
局
者
、
五
人
揃
へ
て
生
命
を
取
る
ぞ
』

『
有
り
難
う
ム
り
ま
す
、
親
の
身
代
り
に
な
り
ま
す
な
ら
、
五
人
の
生
命
は
愚
で
ム
り

ま
す
』

『
黙
れ
、
太
郎
兵
衛
の
罪
は
赦
し
難
い
、
先
づ
其
方
達
か
ら
責
殺
し
て
父
が
命
も
打
取

る
の
ぢ
や
』

そ
れ
で
は
恰
で
犬
死
で
あ
る
、
け
れ
ど
も
最
う
斯
う
な
れ
ば
詮
方
な
い
、
情
然
と
し
て

お
い
ち
は
頭
を
垂
れ
た
。

『
援
所
ム
り
ま
せ
ぬ
、
せ
め
て
島
流
の
お
慮
刑
位
に
な
り
ま
し
た
ら
と
も
思
ひ
ま
し
た

が
、
お
公
儀
の
お
裁
判
と
ム
り
ま
し
て
は
:
:
:
は
い
、
私
共
の
一
生
を
日
蔭
者
で
過
し

ま
せ
う
よ
り
は
、
せ
め
て
一
慮
に
親
の
側
で
お
殺
し
下
さ
り
ま
せ
、
お
慈
悲
で
ム
り
ま

す
、
生
耽
を
晒
さ
う
よ
り
、
寧
そ
死
ん
だ
が
ま
し
で
ム
り
ま
す
』

之
を
聞
く
と
城
代
の
色
は
動
い
て
来
た
、
云
っ
て
宜
け
れ
ば
、
揃
ひ
も
揃
っ
て
天
晴
な

覚
悟
ぢ
や
、
と
褒
め
た
で
あ
ら
う
。

『
宜
い
、
よ
い
、
最
早
責
苦
に
も
及
ぶ
ま
い
、
追
っ
て
沙
汰
す
る
で
あ
ら
う
、
町
長
、

蛇
度
其
方
に
預
け
た
ぞ
、
退
れ
ツ
』

恐
る
恐
る
町
長
は
五
人
を
引
連
れ
て
障
っ
た
が
、
薮
を
突
つ
い
て
蛇
を
出
す
と
は
此
事

で
あ
ら
う
、
母
も
始
終
の
様
子
を
聞
く
と
、
世
界
が
一
時
に
聞
く
成
っ
た
や
う
に
、
他

愛
も
な
く
袖
を
絞
る
の
で
あ
る
、
明
れ
ば
二
十
五
日
、
父
の
生
命
も
今
日
が
最
後
か
と

思
へ
ば
母
子
は
涙
の
扶
を
重
ね
合
っ
て
、
道
行
く
人
の
噂
に
耳
を
欽
て
て
居
た
が
、
又

も
や
奉
行
所
か
ら
罷
り
出
よ
と
の
沙
汰
が
在
っ
た
、
さ
て
は
可
愛
の
子
供
迄
の
生
命
も

取
ら
れ
る
の
か
、
最
う
泣
い
て
も
仕
方
が
な
い
、
母
は
せ
め
て
わ
が
娘
が
死
顔
の
美
は

し
か
れ
よ
心
細
く
も
彩
っ
た
、
全
檀
な
ら
ば
十
六
歳
の
お
い
ち
が
花
嫁
の
姿
を
飾
ら

ん
指
先
で
、
死
に
に
行
く
娘
の
後
れ
毛
を
掻
上
る
と
は
、
こ
ん
な
惨
な
こ
と
が
あ
ら
う

か
と
母
の
泣
く
の
も
無
理
は
な
い
、
五
人
は
鬼
に
急
き
立
て
ら
れ
て
白
洲
へ
出
た
。

『
太
郎
兵
衛
が
子
供
、
み
ん
な
罷
出
た
か
、
今
日
は
其
方
達
の
父
を
斬
首
す
べ
き
の
所
、

障
る
事
が
あ
っ
て
嘗
分
延
引
と
相
成
っ
た
、
其
方
達
も
能
く
よ
く
身
を
慎
み
、
又
の
伸

を
相
待
つ
が
よ
ろ
し
か
ら
う
、
さ
が
れ
ツ
』

張
り
つ
め
た
絃
が
、
矢
も
放
さ
な
い
の
に
、
ぷ
ツ
つ
り
切
れ
た
ゃ
う
で
あ
る
、
然
し
一

同
は
情
の
龍
る
奉
行
の
言
葉
に
一
績
の
希
望
を
繋
い
で
居
た
。

冬
も
く
れ
て
元
文
三
年
と
成
っ
た
、
春
は
来
て
も
母
子
が
氷
っ
た
胸
は
溶
く
由
も
な
い
、

父
は
奈
何
な
る
の
で
あ
ら
う
、
子
の
行
末
は
如
何
な
る
の
で
あ
ら
う
、
涙
の
う
ち
に
靖

生
の
霞
が
花
を
こ
め
て
蝶
は
闘
々
躍
に
迷
う
や
う
に
成
っ
た
、
三
月
二
日
、
奉
行
所
か

ら
又
も
や
呼
出
が
あ
っ
た
、
如
何
な
る
仰
を
聞
く
も
の
か
と
町
長
同
道
で
罷
り
出
る
と

『
此
度
大
嘗
舎
を
行
は
せ
ら
る
』
に
付
、
太
郎
兵
衛
の
罪
は
重
し
と
雄
も
、
特
に
死
を

減
じ
て
浪
速
の
地
を
ぱ
捕
は
せ
ら
る
、
汝
等
が
願
の
筋
に
よ
っ
て
赦
さ
る
べ
き
筈
で
は

- 124 -



な
い
が
、
上
に
於
せ
ら
れ
で
も
亦
不
偶
に
思
召
さ
る
、
今
後
四
年
が
程
は
父
子
相
見
る

の
機
も
無
い
で
あ
ら
う
、
少
時
白
洲
に
於
て
名
残
を
惜
む
が
宜
い
、
子
供
等
が
上
に
は

お
構
ひ
な
し
、
比
後
と
て
も
町
内
に
て
随
分
と
ロ
は
り
取
ら
せ
、
そ
れ
そ
れ
身
の
立
つ

や
う
に
計
ら
う
が
宜
い
、
上
の
御
情
け
、
有
り
難
く
受
け
る
が
宜
し
か
ら
う
』

鳴
呼
、
仁
政
の
有
り
難
さ
よ
、
四
年
が
程
の
牢
屋
住
ひ
に
婁
れ
た
父
は
九
死
を
赦
さ
れ

て
、
父
子
諸
共
、
喜
の
涙
を
流
し
た
の
で
あ
る
。

お
さ
な
く
て
父
を
救
ひ
し
い
さ
ほ
し
は

千
と
せ
の
後
も
朽
せ
ざ
る
ら
ん

元
文
の
五
孝
子
と
て
浪
速
に
名
高
か
っ
た
の
は
之
で
あ
る
。

政

回

義

彦

(
台
湾
・
明
道
大
学
助
理
教
授
)
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